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児童 ・生徒が自分 自身を知るための援助の工夫

教 科 ・領 域 等 の指 導 を通 して

研究の概要

「教育課題」では、児 童 ・生徒が 「自分 自身を知 る」 ことを通 し 「自分の課題を認識す

る」ためにはどのよ うな教員の援助の工夫がで きるか、 とい う研究に取 り組ん だ。

合計4回 の研究授業を行い、その実践の中で次のよ うな具体的な援助を工夫 した。

○ 「自分 自身を知 る」段階

肯定的な評価によ り、 自分 に もで きるということに気付 くことや頑張 ろうとす る気持

ちを支え、物事に対 して意欲的 にかかわろ うとす る態度を培 う。 自信がつ き自分 自身の

基盤がで きて きた段階で短所 も認めていけるよ うになる。 自分 につ いて考え る手段 と し

て、評価の観点 を細分 化 したワークシー トを作成 し教材 とす る。

○ 「課題を認識する」段 階

自分で考 えた課題を見直す機会 と して、他者か らの評価を聞 くことので きる場を設定

す る。課題 を見っ ける力を育て るために 自己の理想像 を具体的 に考え させ る。

このよ うに様 々な援助 を工夫 した ことにより、児童 ・生徒が 「自分 自信を知 る」 「課

題 を認識す る」 ことが で きるようにな ったことは大 きな成果であ った。今後の課題 と し

ては、次の段階 と考え られ る 「自分の課題を解決す る」際の援助の工夫を どうして い く

かが挙げ られる。

1主 題 設 定 の 理 由

障害のある児童 ・生徒が 自己の能 力を最大限に発揮 し、生 き生 きとした生活がで きるよう

にな るためには、 自分の長所を理解 し自信を もつ ことや、各発達段 階に応 じて自己の障害を

受 け入 れる ことが成長の過程で大 切 となる。'

しか し、教師の指導が十分でな く、 自分 自身を肯定的 に評価す ることがで きない ままに高

等部を卒業す る生徒 もいる。そ こで 、周囲の適 切な援助や指導によ り、・障害 を も含めた 自分

自身を知 り、 自分の課題を認識 し社会の中で前向 きに生 きて いって欲 しい と考え、本主題を

設定 した。

本主題 にせ まるため に、障害の様態や年齢等 の異 なる学校における様 々な授業の中で、ど

のよ うに援助の工夫がで きるのかを研究す ること とした。

II研 究 の 方 法

1研 究主題の検討 につ いて

(1)通 常の学級、知的発達 障害の学級及び養護学校、ろ う学校等、各研究員の担 当す る様

々な児童 ・生徒の指導上の課題を出 し合い共通す るものを検討 した。

(2)障 害の認知 、自己理解 、 自己認識、 自己決定、 自己受容等の用語の内容について共通

理解を図 った。

(3)各 研究員が持 ち寄 った 自己理解 カー ドの分類 ・整理 を通 して、本分科会で、r自 己理
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解』が どのよ うな要素か ら成 り立 っているかを構造化 し考察 した。

(4)研 究主題 である、 自分 自身を知 るための援助の工夫 にっいて各校か ら具体的な実践例

を 出 し授 業について検討 した。

2研 究授業にっ いて

児童 ・生徒 が 自分を受け入れ、 自分 の課題を認識するための援助の工夫 にっいて以 下の

授 業を設定 ・協議 し、 より有効な援助 の工夫を検討 した。

(1)作 業学習を通 して(知 的発達障害養護学校 高等部)

(2)道 徳を通 して(中 学校 知的発達障害学級)

(3)学 級活動を通 して(小 学校 病虚弱学級 一健康学園 一)

(4)養 護 ・訓練を通 して(ろ う学校 高等部)

図11
よ狼 い自分1皿 研 究 の 内 容

1「 自分自身 を知る」ことの意味

本分科会 を構成す る教師が指導す る児童 ・生

徒 の年齢や障害 の種別や程度 は様々である。そ

の中で共通 の課題 とな ったのは、児童 ・生徒が

「自分 自身を知 る」 ことの大切 さであ った。

そこで 「自分自身を知る」こととはどういう[垂 亟]

1課題を鰍 する1

ことであるのかを共通理解すために、それぞれ 自分自身を知る

が担当 してい る児童 ・生徒 について具体的な状態を挙げた。それをKJ法 によりそれぞれ

共通す る項 目ごとにまとめ、関係を図1に 表 した。その ことによ り次の ことが分か った。

「自分 自身を知 る」 とい うことは、 自己の障害を含め、得意 ・不得意やで きること、で き

な いことなどを具体的 に知 ることで ある。それを もとに、 それぞれの児童 ・生徒が 自分 自

身の課題を知 り、その課題 を解決す る ことでよ り良 く成長す ることがで きる。 この過程を

繰 り返す ことで、 自分 自身の状態や課題の内容 も変化 し、それを解決す ることで、結果 と

して 自己の理想像へ近づ くことがで きる。つま り、 自分 自身を知 り、それを もとに自分 自

図2
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身の課題を知 り、その課題 を解決す るとい う、

らせん的 なっなが りによ って、児童 ・生徒が 自

分 自身を成長 させて い くことがで きると考えた。

しか し、 「自分 自身を知る」 こと、 「課題を

知 る」 こと、 「課題 を解決す る」 ことは難 しく、

障害のあ る児童 ・生徒 にとっては、教師が的確

に援助を行 うことが大切 とな る。 これ までの こ

とを図 に表す と図2に なる。

それぞれの段階で適 切に援助す ることで、児

童 ・生徒 にとって成長の推進力を与え ることが

で きると考え る。

一2一



2援 助の工夫(仮 説)

先 に述 べたように、援助の工夫はそれぞれの段階で必要であるが、本分科会で は 「課題

を解決す る」前段階 までを研究の内容 と した。以下 に 「自分 自身を知 る」段 階と 「課題を

知 る」段階のそれぞれに対す る 「援助の工夫」にっ いて説明す る。

(1)「 自分 自身を知 る」段階での援助の工夫

① 自分 自身を肯定的 にと らえ、 自信を もっために

「自分 自身を知 る」際 に、初めは本人 にとって得意 なことやで きることなどの肯定

的 な面を評価す ることが大切であ り、また、同時に他者か らの評価を取 り入れ ること

で、 より強化す ることがで きると考 えた。課題を認識 させよ うと して、初あか ら否定

的 な面ばか りを挙げて しま うと、意欲や 自信を失 って しまうことにな りかねない。周

囲の人か らの肯定的な評価 によ り自信が わき、 自分 は これでいいのだと思 い、 自分の

よ って立っ土台が しっか りした ものだ とい う実感を もっ ことがで きると考え る。特 に

信頼 している人か らの評価 はなおさ らである。

自信や意欲を もつ ことが土 台とな り、努 力すれば改善で きるよ うな点を認め ること

が でき、それ らを解決す ることで、 さらに 自信や意欲を生み出す ことがで きると考え

た。

② 自分 に対す る評価を実態に近づ けるために

評価の観点を細分化 し、児童 ・生徒が理解で きる具体的な言葉で表 した ワー クシー

トを使 った り、児童 ・生徒の理解 を助 ける視覚的 な教材を使 った りす ることによ り、

それぞれの実態 に則 して よ り的確に 「自分 自身を知 る」 ことがで きると考えた。

(2)「 課題 を知 る」段 階での援助の工夫

① 自分 の次の課題 を知 るために

技術的な事柄にっ いて は、細かな段階を踏 まえた具体的な項 目に沿 って 自己評価す

ることが大切であ る。 その ことによ り、本人 にとって次の課題 は何なのか明確にな り、

さ らに到達 したい 目標を具体的 にで きると考えた。その際、他者か らの評価 も取 り入

れ ることで、 自分 自身の立てた課題が的確であ るか見直す機会を得 られ ると考えた。

② 自分の課題を見っけ る力を育て るために

内面的な成長 にかかわ る自分 の課題は、前述 した技術的な事柄 と異な り、児童 ・生

徒の実態に合わせ、 さまざまな過程が考え られ る。 自分 自身が将 来どのよ うに変わ っ

ていきたいのか、児童 ・生徒 それぞれが理想像を考え ることで、自分の課題 を知 るこ

とがで きると考え た。

以上の ような仮説 を もとに、授 業において具体的 にどのよ うな援助の 工夫を行 った

のか、次に述べて い く。

N授 業 の 実 際

指導事例1養 護学校(知 的発達障害)高 等部

1単 元 名 「自分の良い ところ、友達の良 いところを知 ろう」

～ 〈作業学習 ビルメ ンテナ ンス 〉の実技 テス ト反省会を通 して～
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2単 元設定の理 由

知的発達障害のある生徒 は、 自分を見っめ、自分の長所や努力すべ き点を客観的に とらえ

ることが難 しい傾 向にあ る。 そのため、苦手な事があ ると自分 に対 して過小評価 を して 自信

や克服す る意欲を失 った り、あ るいは過大評価をす ることで、 よ り向上 しようとす る意欲 に

欠 けた りす るケー スが見 られがちであ る。また、集団生活の中で他人の良 い点を認め 自分に

生か して い く、 とい う姿勢が身に付 いていないことも多い。 しか し、教師が生徒個 々の障害

特性や発達段階を踏まえた適切な援助をすれば、生徒 自身が 自分の長所や努力すべ き点、他

人 の良 いところに気が付 くことができるようにな る。生徒 にとって、 自分の長所に気が付 く

ことや他人か ら認め られることは自信や喜びにな り、 自分の努 力すべ き点を知 ることは、よ

り前 向 きに生 きて い く意欲の向上にっ なが ると考えた。 さ らに、他 人の良い ところに 目を向

け 自分 自身 に生か してい くことは、 自己の向上だけでな く、好ま しい人間関係 を築 きなが ら

生活をす る上で大切 と考 え、 この単元を設定 した。

3単 元 のね らい

この単元は、 〈作業学 習 ビル メ ンテナ ンス 〉での清掃機材操作実技テス トの反省会を行い、

生徒 自身がテス トの自己評価 、生徒相互 の評価をす ることを通 して、以下の3点 のね らい達

成を意図 している。

① 自分の良 いところに気が付 き、 自信 を もっ。

② 友達の良 いところを考 えた り、見付 けた りす ることがで きる。

③ 苦手な ことは努 力すればよい、 とい うことに気付 く。

4生 徒 と実態

対象生徒 は、知的発達障害養護学校高等部2年 生の男子生徒6名 である。6名 中、4名 が

中学校心身障害学級、1名 が養 護学校 中学部、1名 が 中学校の通常 の学級を卒 業 している。

国語 力を例に見ると、自閉傾向のため言語の理解が困難 な生徒か ら小学校6年 生程度の理

解力のある生徒 まで幅が あ り、指導に当たっては、個別の配慮や援助が必要である。生活面

を見 ると、精神的な幼 さが 目立ち、社会性 も十分に育 って いないたあ、自分や友達の長所を

見 付け ることよ りも短所を指摘す る傾向がある。 この ことが原因 と考え られ る生徒同士の ト

ラ ブル も学 校生活の中で多 く、 日頃か ら適切 な指導の必要性が感 じられ た。

5学 習指導計画

この単 元は、作業学習 〈ビル メ ンテナ ンス 〉の年間指導計画の中 に位置付 け、各学期末に

実施す る実技テ ス ト時 に自己評価、生徒相互の評価を させた後 、反省会 と して1時 間を設定

してい る。

6援 助の工夫

(1)実 技テ ス ト時の自己評価、相互評価では、教師が事前 に作成 した評価表を用 いる。 自己

評価表、相互評価表 には、あ らか じめ個々の生徒 につ いて学習の到達度に合わせて、達成

可能 と考 え られ る評価項 目を記入 してお き、評価の観点を明確にする。 また、評価表は生

徒個 々の理解力に合わせ、漢字 や平仮名、文章表現等 を個別に配慮 した ものをそれぞれ に

用意す る。(「 自分自身を知 る」段階での援助の工夫)

(2)自 己評価、相互評 価をす る際、良か ったところだけに着 目 し、自己評価につ いての達成
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項 目には○、友達の達成項 目につ いては◎、達成されなか った と感 じた評価項 目について

は ×を記入す るので はな く、空欄 に してお くことをル ール と し、で きるだけ否定的評価が

な されないようにす る。(「 自分 自身を知 る」段 階での援助の工夫)

個 に応 じた 自己評価表 相互評価表

○ ○ のよかった ところ

年 組 名前1テ ス ト のまとめ

よかった ところ に ○ を つける。 年 組 名前1

よか った と ころ に ○ を つ け る 。みだ しなみ が きちんと していた。

おおきな こえ で へん じ が いえた。

こ 一 ど は ん と る ぺ た る ぷ ら ぐ

コ ー ド、 ハ ン ドル 、 ペ ダ ル 、 プ ラ グ 、

分 診 、S:6L77i、 多糀 、 微 二

が ぜんぶ わか った。

せんせ い の はなし を きいて

じゅん び が できた。

ポ リッ シ ャ ー を ひ と り で

み ぎ と ひ だ り に う こか せ た 。

せんせい の はな し を きいて

かたづけ が できた。

わか らない とき に せんせいに きけた。

1お お き な こ え で ほ う こ く が で き た。

を

に

り

ヤ

砒
左

シッ

と

リボ

確
右

ほ か に よ か った と ころ

(3)反 省会で は、 自己評価表 に加え、友達か らの評価 も書 き込め るよ うに した大型の評価用

紙を使用 し、全体の場で 自分の良 か った ところ、友達 か ら見て良か ったところを確かめや

すいよ うにす る。(「 自分 自身を知る」段 階での援助 の工夫)

(4)達 成 されなか った項 目が、表の中の空欄 として示 され ることによ り次の 自分の課題 を確

か めやすいよ うにす る。(「 課題 を知 る」段階での援助 の工夫)

了 本時の学習

(1)本 時の 目標

〈作業学習 ビルメ ンテナ ンス〉での清掃機材操作実技 テス トの反省会を通 して

① 自分の良 いところに近 づ く。

② 友達の良 いところを見付 け る。

③ 苦手な ことは、 これか ら頑張 ればよい ことが分か る。

(2>本 時の展開

生 徒 の 学 習 活 動

・係 りの生徒が号令をか け、あい さつす る。

・実技テ ス トの様子を思 い出す。
・本時の学習活動の内容を知 る。

(発 表者)
・順 番 に 、 「実 技 テ ス ト」 で の 自分 の良 か

教 師 の 活 動 ・援 助 ・留 意 点

・姿勢 に注意 し、はっきりとあい さっす るよ う
に声かけす る。

・生徒 に質問 し、実技テス トの様子を思 い出さ

せ る。
・生徒 に質問 し、授業の内容を理解 したか確認

す る。

・一一・人 で 発 表 す る ことが 難 しい生徒 に は ・緒 に
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った ところを、 自己評価表を見 なが ら黒

板 に貼 った大判の 自己評価表に○で記入

す る。
・○ にな った項 目を 自分で読みなが ら、発

表す る。
・自分の よか ったところにっ いて友達か ら

の評価を評 価表に◎ で記入 して もらい、

評価項 目以外で良か った ところも発表 し

て もらう。
・自分の評価、友達か らの評価で○ と◎が
一致 した項 目を確認す る。

・自分 の良か った ところが確か め られ、友

達か らも自分の良か った ところを評価 し

て もらえ た時の気持 ちについて考え、感

想を言 う。
・評価表で 自己評価、また は友達か らの評

価、あ るいは両方 とも空欄にな った項 目

を確 か め 、今後 どうす れ ば よいか を考

え、感想 を言 う。

記入、発表す る等の援助をす る。
・自分の良い ところに気付 いた時の気持ちや、

友達が 自分の良 いところを見っけ、評価 して

くれた時の気持 ちについて考え させる。
・一入で考え ることが難 しい生徒 には、 「うれ

しい」 「かな しい」等の気持 ちを教師が例示

し、生徒 に選択 させなが ら生徒が 自信や喜び

等 プラスイメー ジを もて るよ うに援助す る。
・空欄を今後 ど うしたいかを考えさせ る。

・一人で考え ることが難 しい生徒 には 「これか

らがんばる」等前 向きな気持 ちを教師が例示

し、生徒 に選択 させ なが ら、マイナスイメー

ジを もたな くてよい とい うことに気付かせ る

よ うに援助す る。

(発 表者以外 の生徒)
・発表者の 自己評価 と発表者 に対す る自分

の評価 とをよ く見比べ、 同 じところ、違

うと ころを確 かある。
・挙手 して、発表者 に対す る自分の評 価を

黒板の評価表に◎で記入 した り、評 価項

目以外で良か ったところの発表を した り

・自分の評価 と同 じところ、違 うところをよ く

見比べ るよ うに声か けす る。
・あ らか じあ教師が、発表者 と良か ったところ

空欄 に同 じ項 目のある生徒をチ ェックしてお

き、挙手 した生徒の中か ら指名す る。
・友達の良か った ところを見つ け られた ことを

す る 。 褒 め る。
・一人で発表が難 しい生徒 には一緒に記入、発

表する等の援助をす る。

・本時の学習活動を振 り返 る。 ・自分の良い ところや友達 の良 いところを考え

ることの大切 さ、苦手な ことは努力すれば良i

いということを潮 する・1

9本 時の評価

① 自分の良か った ところに気付 いたか。

② 友達 の良か った ところを見付 け られたか。

③ 苦手な事 は、 これか ら頑張れば良 いことが分か ったか。

10考 察 と今後の課題

(1)考 察

⑦ 自己評 価、相互評価の際 に 「良 いところ」だ けに着 目す ることをルール と した。

② 評価用紙 に事前に教師がそれぞれの生徒 の到達度に合わせ、達成可能 と思われ る評価

項 目を設定 し観点を明確 に した。

③ 達成 されたと感 じられ た項 目には○、未達成 と感 じられ た場 合には ×等記入せず に し

て おいた。

以 上、3点 の援助の工夫は、実際の授 業で生徒 の前向 きな発言を引 き出す うえで有効で

あ り、生徒の意欲的な学 習活動 につなが った。 自己評価の発 表だけでな く、友達か ら肯定

的評価 を受 けることは、生徒の 自信や喜びにな っていた。 また、本時の授業後の学校生活
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の中で生徒か ら 「友達 のいいところを見よ う」等の言葉 も聞かれ るよ うになり、友達同士

の トラブル も少 しずつ減 って きて いる等、生徒の人間関係作 りにも良い影響が見 られる。

(2)今 後の課題

授業のね らいをより深めるため、①発表台本 などを用 いての生徒 によ る司会進行、② 自

己評価 と相互評 価を見比 べやす くす るための視聴覚機器(OHP等)の 活用 、③空欄 に

な った評価項 目をどうすれば○ にで きるのかの具体的方策を生徒 自身 に考えさせ るための

援助の工夫等を さらに検討 してい きたい。

指導事例2道 徳(中 学校知的発達障害学級)

1単 元 名 「自分 の こと、友達の ことを知 る。」

2単 元設定の理 由

卒業生の様子を見てい ると、 自分の こと、障害を含め自分ので きること、で きない ことを

ある程度 と らえ られている生徒 は、仕事 も人間関係 も大 き く損な うことな く、 自分な りに生

活を楽 しんでい る例が多い。 しか し、 自分の姿を しっか りと らえて いな い場 合、 自分に合 う

仕 事が みっか らないと転 々と職 を換え るな ど、人間関係 において も トラブルが多 い。

中学校時代か ら自分の ことを しっか り振 り返 る姿勢を養 い、 自分の ことを客観的 にと らえ 、

今、 自分が しなければな らない課題 を自分で 自覚 できるよ うな力をっ けてお くことが、将来

にわた って、社会的不適応を起 こさず 、また、 自分で 自分の生活 に満 ち足 りた気持 ちで過 ご

していける力で はないか と思われ る。 自分の ことや感情 を しっか りとらえ られ るよ うになる

と、他人の感情や気持 ちを理解で きるカがっ き、人間関係において も円滑な生活が送れ る。

主体的に生き、他人や社会 とより良い関係を もって生 きてい く力をっけるために、 この題材

を設定 した。

3単 元のね らい

① 自分の こと(名 前、住所、家族、性格 など)を 整理 して書き出 し、発表す ることによ

り自分の ことを知 る。

② 友達か ら見た 自分 にっ いての意見を聞 き、他人か らどう見 られてい るかを受け止める。

③ 障害 に起因す ること以外の友達の 「なお した方がよいところ」を考え る。

④ 友達か らの意見 も取 り入れ、 自分の課題 につ いて考え る。

⑤ 自分の課題を発表 し、友達か らの質問や意見を受 け、更 に深 く自分の課題 にっ いて考

え る。

4生 徒の実 態

知的発達障害学級1年 生か ら3年 生 までの32名 。

本校の知的発達障害学級 は軽度生徒の

学級 であ り、3分 の1の 生徒が話 し合

い活動 では、 自分の意見を述べ た り人

の意見を聞いて 自分 の考えを まとめた

りす ることがで きる。 しか し、3分 の

1の 生徒 は、自閉傾 向が あ り、個別指

男 女 計 自閉傾向あり 個別指示必要

1年 8 4 12 4 8

2年 5 4 9 3 4

3年 z 4 it 2 4

合計 20 12 32 9 16
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示 、指導が必要である。

5指 導体制

話 し合 い活動での仲間の発表や意 見を聞 くことで、生徒 たちが刺激を受け成長 してい くこ

とをね らいとして、32名 の知的発達 障害学級で あえて一斉指導を している。通常の授業で

は、能 力別に グループを編成 し、個々の生徒の実態 に応 じた授業の形態を とって いる。

6学 習指導計画

(1)年 間指導計画

・ね らい

① 自分 と他人、全生物 の生命の大切 さを知 る。

② 自分の ことをよ く知 り、今、や らなければな らないこと、課題を把握 し、 自分の特性

に合わせた進路を決定 していけるようにす る。

③ 社会とのかかわ りを考え、 自分の役割 、責任感を育て る。

④ 障害の ことを知 る。知的発達障害の状態を 自分で も把握 し、対応を身に付け る。

指 導 計 画 指 導 内 容

1 道徳の勉強 とは? 人間 らしく生 きるとは。

社会の 中で生 きる人間、中学生 らしく生活す る。

学 自分 の こ と、 友達 の こ と 自分や友達の長所 、短所を話 し合 っていき、 自分の ことも

を知 る 友達 の こともよく知 り認め合 って いけ るようにす る。

期 障害 にっいて知る 障害全般 にっいて知 り、 自分 たちの障害 について も知 る。

2 集団の一 員と して 社会性 を身 に付け、社会の一員 としての役割、思 いや りを
・ル ー ル 育 て る。

学 ・相手の気持 ちを考え る

・協 力 とは

期 自分の適性 ・進路 につ い 自分の長所 、短所を知 った上 で 自分 に合 った進路 を自分で

て 考 え て い く。

3 卒業後の生活 3年 生の具体的進路 も決 まって きたところで卒業後 の生活

学 につ い て 考 え る。

期 将来の夢を語 り合 う。
20歳 にな った ら どんな大人になりたいか。 どんな大人 になるた くないか。

(2)単 元計画

時 数 小 単 元 内 容

i 自分の ことを知 ろ う。 自分の ことを整理 して書き出す。

3 友達の前で 自分の ことを発表 し、友達か らの意見 も聞 く。

! 友達の良 いところ、

直 して欲 しい ところ

i観 付 けよう・

友達の良い ところ、直 して欲 しい ところを書き出す。

集約 し、一 人一人の表にす る。

i■ 脚 言懸 見付け
友達か ら指摘 された ことを整理 して書 き出 し、自分の 目標i
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よ う 。 を考え る。

3本 時 友達の前で、 自分の 目標 を発表 し、意見を聞 く。

1 まとあ どうや って 目標 をたてていった ら良いかを整理 して とらえ

る。

7援 助の工夫

① 友達か ら意見を もらう機会を作 り、 自己評価以外の視点を もて るよ うにする。

② 友達か らの意見を 口頭だけでな く、読み返せ るよ うに書いて もらい、繰 り返 し考え ら

れ るよ うにす る。

③ 発表を 口頭だけで な く紙に書 いて貼 り、繰 り返 し考え られ るよ うにす る。

④ 「道徳だ より」を発行 し、保護者 に授業の様子、ね らいを知 らせ家庭で助 言 して もら

う。

⑤ 友達か ら質問、意見を出 して もらう機会を設 け、 自分の ことを更に考え る。

8本 時の学習

(1)目 標

① 自分の課題 を発表 し、友達の意見を受 け止め、適切 な課題か ど うかを見直す。

② 友達が どんな課題を設定 したか、友達 の発表を聞 き、意見を言 う。

(2)展 開

学 習 内 容 生 徒 の 活 動 指導者の活動、援助 、留意点

あい さっ と ・日直が 号 令 をか け、 あ い さっ を す る。 ・全員を注 目させ 、話を始め

本時の学習 ・指導者の方を見て指導者の話 しを聞 く
。 る 。

(1年) ・1年 生 に も分か りやす く話

内容 につい ・本時での内容 、ね らいにっ いて見通 しを も をす る。

ての説明 ち、 理 解 す る。 ・個別 質 問 を し、 聞 いて い る

5分 か どうか確かめる。(1年)
・本時の授業の流れ について

板書 しく見通 しを もて る様

にす る。

「自分の課 ・3年 生か ら見本で始め るが 、3年 生の順番 ・最 初の ス ター トは、 や り方

題 」の発表 は、 自分の意思で決め る。 を示 し、行 うが 、2番 目の

40分 〈発表者 〉 発表か らは、3年 生 に進行
・友達か ら指摘 された 自分の長所、短所を発 を まか せ る。

表す る。紙 に も書 き、黒板 に貼 りみんなに 進行が うま くいか ない時に

見え る様に発表す る。それ につ いて 自分で ア ドバ イスする。(3年)

ど う思 ったか も言えた ら発表す る。 ・自主的 に発表で きる様配慮

・ど うして、 この課題に したのか質問 に答え す る。

る形で、課題設定の理 由を考え る。(3年) ・発表は相手に分か りやす く、
〈発表者以外 〉 ゆっくり大 きな声です る様 、
・友達の発表をよ く聞 く。(1年) ア ドバ イスする。(3年)
・よ くわ か らな い と ころ を質 問 す る。 ・適 切な質悶がで ない時に、
・自分の意見を発表す る。(2、3年) ヒン トを 与え る。(2、3年)
・黒板の紙を見た り、 自分の友達 に対す る評 ・発表者以外の生徒 によ く聞

価 などを参考 に した り しなが ら友達の質問 く様 、時 々発表の内容につ
や 、意 見を よ く聞 き、 自分 で も考 え る。1い ての 確 認 の質 問 を す る。

1
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(1年) (1年)
・全体の話 し、友達の発表に感心を もっ。 ・発表の時、文の読み方を援
・自分 も発表 し、意見を言お うとす る参加意 助する(個 別指導を必要 と

識 を もっ。(個別 指導を必要 とす るグル ープ) す るグループ)

まとめ ・友達か ら指摘 された、良か った点や頑張 る ・全員が 自分の課題 について

5分 点を参考にして自分に合った課題を設定 し 発表できないので、次回の

てい くことの大 切 さ、今後 、自分が生活 し 発表に向 け、今 日の反省を

てい く上で何を しなければな らないかを し 生か し意識付け る。
っか り認識す ることの大切さを認識す る。

(3)評 価

① 自分の課題 を発表 し、友達の意見を受け止め、見直せたか。

② 友達の発表 を聞 いた り、意見を言えたり したか。

8考 察 と今後の課題

(1)こ の単元を通 して育 った と思われ るもの

① 友達の ことを書 くことによ り、友達の ことを深 く考え、観察す る姿勢が育 った。

② 友達の発表 を聞 く姿勢が育 ち、友達の ことを知 ることにより友達への関心が高 まり、

生徒 同士の人 間関係が深ま った ことによ り、お互 いの課題 について も言 い合える関係

が で き、 自分 の ことを振 り返れ るようにな った。

③ どん なふ うに質問すれば、 もっと相手の ことや内容を知 ることがで きるかを知 った。

④ 自分の ことを発表 し、質問されて答え ることにより自分の ことを深 く考え るよ うに

な った。

⑤ 発表 し合い、友達の意見を聞 く場の設定は、発表の意欲を予想以上 に引 き出せ た。

(2>今 後の課題

① 授業で常に自分の考えを表現で きるよ うに、個 に応 じた発表の仕方 、話の聞 き方 に

ついて指導 し、普段の生活の中で会話で きるよ うにす る。

② 自分の課題 を解決 してい く段階での援助をどのようにす るか。

③ 授業の形態 を工夫 し、様々な集団で友達の発表を聞 く経験を多 くす る。

指導事例3学 級活動(小 学校 病虚弱学級〈健康学園〉)

1単 元 名 「進んで外に出て遊ぼ う」

2単 元設 定の理由

肥満、喘息、偏食などの健康課題を解決 して い く方法の一っ に、 日常生活の中で、 「進ん

で外に出て遊ぶ力」 を付 けることが大 切であると考え た。そ こで、 「外遊 び」 についての 自

分の実態や気持ちを知 りなが ら、進んで外で遊ぶ態度を培 うために本単 元を設定 した。

3単 元 のね らい

① 外遊 びについての 自分 の姿を知 る。

② 自分の課題 と解決方法を考 えて、 自分か らすすんで外に出 る。

③ 体 をよ く動か して楽 しく遊ぶ。

4児 童の実態

4年 生6名 、5年 生8名 、6年 生5名 が在園 している。入園理由は、喘息8名 、肥満6名 、
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偏食3名 、虚弱2名 で ある。

休み時間や昼休みは、全員が一斉に外 に出た り、教師が一緒 に遊ぶため、 よ く外 に出て遊

んで いる。体 を動かす ことが 自分の健康課題に対 して重要であるとい う知的 な理解 はある。

しか し、朝の外遊びは、 自分の意思で外に出るため、進んで外 に出て遊ぶ児童は、3分 の

1程 であ る。主な遊びは、サ ッカー、野球、一輪車であ る。

5学 習指導計画

朝の外遊 びの実践の仕方を次の3つ に分けた。A期 間:自 分の力で実践す る期間

B期 間:指 導を受 け実践する期間

C期 間:前 籍校で実践す る期間

・本 時は、朝の外遊 びについてなので、朝の遊 びの計画のみを あげる。

月 日 朝 の 外 遊 び の 実 践 自 分 を 知 る た め の 工 夫

9 2×25 A期 間(実 態を知 る)外 に出 ・世 田 谷で の 生 活 ア ンケー ト(5日)

時間を記録す る。 ・学級活動 【本時】(26日)

*カ ー ドに よ る振 り返 り

*課 題解決方法をっかむ。

10 29⇒9 B期 間

(母体校通学)
1431 A期 間 ・外 に出た時刻 を記録 ・ABを 自分 で選 択 す る。

11 1×29 個別に対応する期間
12 1×12 A期 間 ・外 に出た時刻 を記録 ・学 級 活 動(11日)

15⇒ C期 間(前 籍校での生活)

6援 助の工夫

(1)「 自分 自身を知 る」ための援助の工夫

① 単元では、 「自分の力で実戦す る期間(A期 間)」 と 「指導を受 け実践す る期間

(B期 間)」 を繰 り返 して、A期 間で 自分の実態をっか あるように した。

② 客観的 な資料を簡単 な グラフに して、 自分の姿

を正確 にと らえ るよ うに した。

③ 語尾 を限定 した吹 き出 しを使 って、自分の良 さ

や伸 ば したいことを考 え られ るよ うにす る。

④ 自分ので きている点 の評価 と、 これか ら伸ば し

たい点を、両方書 けるよ うにす る。

② 「課題を知 る」ための援助の工夫

① 自分の ことを友だ ちに相談 した り、友達 の相談 に答えた りす ることを通 して、 自分の

課題を知 る。

② 自己の理想像を具体的 に想像す ることで課題 を明確 にす る。(「 明 日の朝、 自分は、

誰iと何を しているか書 いてみよ う。」)

7本 時の学習 「あそんで る?」

(1)本 時の 目標

・朝の外遊びの 自分の姿を振 り返 る
。

・外遊 びについて 自分の課題をっかみ
、意欲を高め る。
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(2)本 時の展開

児 童 の 活 動

① 事例か ら、外遊びが健康 な生活 にっ

なが ることに関心を もつ。

《朝の外遊 びを振 り返 る》

② カー ドの意味を知 る。

③主観的に振 り返 る。
・何 も見ず に自己評価す る。

④客観的な資料を見て振 り返 る。
・グラフに色をぬ る。

⑤客観的な資料を振 り返 ることの大切 さを

知 る。(③ と④ と比べ る。)

⑥ 自己評価をす る。
・自分の結果に対 して、 「～が いい」い

ね。～す ると、 もっといいね。

《課題をっかみ、解決方法を さぐる》

⑦朝の外あそび相談 コーナ ーに相談 したい

こと(課 題)を 考えて書 く。

⑧ グループに分かれて、相談に対す る答え

を話 し合 い、発表す る。

⑨発表を参 考に して、自分の課題 解決の方

法をカー ドに書 く。

⑩月曜 日の朝の 自分 の姿 を想像 して書 く。

(誰 と何を してい る)

指 導 者 の 活 動 ・援 助 ・留 意 点

・教師の体験(昨 年 と今年の夏休みの遊び

の差 と体重 の変化につ いて)を 事例 に し

て、話 しをす る。

・自分 自身を知 ることが 目標であ ると意識

させる。

・10日 間の うち何 日 ぐらいか を直感で書

かせ る。

・で きたこと、 これか らな りたい ことを具

体的 に書 くよ うに助言す る。

・具体的 に書かせ る。

・5人 ず っ4グ ル ー プ に分 け る。
・リー ダ ー は指 名す る。

・具体像を想像す ることで意欲 を高ある。

(3)本 時の評価

・朝の外遊 びでの、 自分の姿を振 り返 ることがで きたか。

・ 「明 日の朝は、早 く外に出て遊ぼ う」 と思えたか。

8考 察 と今後 の課題

① 語尾を限定 した吹 き出 しを使 って課題を考え させ る方法は、児童が意欲的に書 く姿が

見 られ、効果的であ った。 自分の良か ったところか ら書いた こと も、児童 にとっては、

書 きやすか ったと考え られた。 この ことか ら、 自分 自身を知る上で、 肯定的 な評価が大

切 であることが分か った。

② 相談す る、相談 に答え るとい う、児童相互のかかわ り合いは、自分 自身を知 る上で も、

課題 を見っけ る一ヒで も、効果が あ った。

③ 主観的な振 り返 りと客観的な資料 に基づ く振 り返 りの比較は、自分 自身を知 る上で大

切であるが、本時で は、児童に とまどいがみ られ、よ く理解で きなか った。 今後、分か

りやす い方法を考え る必要があ る。
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指導事例4養 護 ・訓練(ろ う学校高等部)

1単 元 名 交流会を成功 させ よ う

2単 元設 定の理由

ろう学校 の高等部には、様々な教育歴のあ る生徒が在籍 してお り、多 くが これ までの生活

のなかで、挫折感や劣等感を感 じて いる。特 に、聴覚に障害のない人 と交流す ることに対 し

て抵抗が あるのが現状であ る。 あ と数年で、社会 に出て聴覚に障害のない人 と共 に生活 して

い く生徒 たちに、 自分の障害を正 しく認識 しなが らより良 い生活を送 って欲 しいと考え る。

そのために、社会の人 と互 いにど う接すればよいのか、また、 自分たちの課題 は何なのか、

自分 たちはどのよ うな工夫 を した ら良いのか を、都立高等学校普通科 の生徒 との交流会を通

して考え させ るために、 この単元を設定 した。

3単 元のね らい

① 色 々な人 と交流す ることに関心 や意欲を もっ。

② 聴覚に障害のない人 と交流をする際 には、 どう接すれば良 いのか 、自分たちはどの よ

うな工夫 をす る必要が あるのかを考え る。

③ 交流会における自分の課題を見付 ける。

④ 次回の交流会での具体的な 目標 を考え る。

4生 徒の実態

あ と数年で社会に出なければな らないという現実 を目の前 に し、聴覚 に障害のない人た ち

と共に生活 して いかなければな らないということを、ほとん どの生徒が考えてい る。積極的

に交流 したいという生徒 は少ないが、 ろう学校以外の人たちとの交流にっ いて考え る ことは、

自分たちにとって必要 なことであると考え始めている。

高校3年(男 子5名 女子8名)

聴力 30dB^-70dB 70dB～80dB 80dB～90dB 90dB～100dB 100dB以 上

1名 1名 3名 4名 4名

1名 以外 全員補聴器を装用

1.ほ ぼ普通 に音声言語での コ ミュニケー ションがで きる。(3名)

2.か な りゆっ くり話せば音声言語での コ ミュニケー ションが ほぼで きる。(4名)

3.音 声言語だけでは難 しく、手話 を補助的 に、または、主た る手段 とすれば コ ミュニ

ケー ヨンがで きる。(6名)

5学 習指導計画

時数 小 単 元 内 容

2 交流体験を話そう 聴覚に障害のない人 と交流 した体験談を聞 く。

どんな ことに困 ったか ・どのよ うに解 決 したか等、

体験者 の話を聞 く。(洋 上セ ミナー ・ふ れあいキ

ャ ンプでの体験談を聞 く。)

i 交流会を成功 させ よう 聴覚に障害の ない人 との交流で、 うま くい ったこ

と ・困 った ことなど、自分 たちの体験 を話 し合う。
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交流会

反省を次の交流会にいかそう

自分た ちは、聴覚に障害のない人 とどう接すれば

良 いのかを考え る。

普段 あま り接触 のない人の話を聞 いた り話 した り

して、 コ ミュニケーシ ョン上の問題や 自分の障害

につ いて認識す る。

自分 たちは、聴覚に障害の ない人 と交流す るため

にどのよ うな工夫を した ら良いのか を考え る。

交流会での自分の具体的な目標を考える。

都立高等学校普通科生徒との交流を行う。

交流会で 自分の目標 は達成 されたか、反省 と次

の 目標を考え る。

6援 助の工夫

① 聴覚に障害のない人 との交流 に対す る意欲 を もたせ るために、交流 して良か った とい

う体験談 を導入す る。

② 自分の実態を客観的に とらえ られるように、話 し合 ったことや意見をプ リン トに して

読 ませ る。

③ 討議 は、人の意見を批判 しない ことをルール として行い、各 自に意見発表の場を与え

る。

④ 全体の話 し合いで決 まった目標を もとに、個 々の目標を考え させ、達成方法を具体化

で きるよ う個 々の生徒 に応 じて助言を与え る。

⑤ 友達の意見を聞いて 自分の考えや課題 を見直す姿勢を育てるために、小 グループでの

討議の司会や発表をす る リーダーは、毎回変えて行 う。

7本 時の学習

(1)本 時の 目標

① 聴覚に障害のない人 との交流において、 自分で工夫 しなければ な らない ことを考える。

② 相手に伝 えるために、 自分で工夫 しなければな らない と考えたことを グループで話 し

合 い、 自分 の課題を明確にす る。

(2)本 時の展開

学習内容 生 徒 の 活 動 指導者の活動 ・援助 ・留意点

あい さつ ・今まで学習 した、聴覚 に障害 ・自分たちで まとめた ことを整理 す る

内容説明 のない人 との交流で困 ったこ ためにプ リン トを参考 にさせ る。

とや社会の人 にどう接 して も ・色 々な人 と交流す ることは自分たち

らいたいかについて話 し合 っ に とって必要であ るとい うことを意

た ことを思い出す。 識 させ る。
・自分たちが工夫す る必要のあ ・聴覚 に障害の ない人たち と一緒に生

ることは何であるかを考え る 活を送 るには、相手への要求だけで

こ とが 、 今 日の テー マ で あ る な く、自分たち も工夫 しなければな

こ とを知 る。 らないことを認識 させ る。

小 グル ープ で ・自分 の意 見を言 った り、 相手1 ・必 ず 自分 の意 見を 言 う
、相 手の 意 見,

幽
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話 し合 う。 の意見を聞 き、質問す る。 を非難 しないで聞 くというルールを
・皆 の意 見 を リー ダ ーが ま とめ 確認 させ る。

る 。 皆の意見を リーダーが メモす るよ う

に させ る。

グループの意 ・リー ダ ーが 前 に 出て 発 表 す る。 ・人の意見をきちん とメモを取 りなが

見を発表する ・リー ダ ーの 発 表 を全 員 が 聞 き、 ら聞 くよ うに させ る。

質問す る。 ・全員が、発表者を見て話 しを聞 くよ

うに させ る。

自分の意見を ・グル ー プで の 話 し合 い、 友 達 ・友達の意見 も参 考に、 自分の考えを
ま とめ る。 の意見を聞いた り、他の グル 明確にで きるよ うに考える時 間を設

一プの発表を聞いて考え た こ け ると共 に、個別 に助言す る。

とを 書 く。

(3)本 時の評価

① 聴覚に障害の ない人 との交流において、自分で工夫 しなければ な らない ことを考え る

ことができたか。

② 相手に伝え るために、 自分で工夫 しなけれ ばな らない と考えたことを グループで話 し

合 い、 自分の課題を明確にす ることが で きたか。

8考 察 と今後 の課題

① 意見が文字で示 され ることで、 自分 の意見 を参考にでき話 し合 い活動が活発にな った。

② 小 グループの討議を、必ず 自分の考 えを述べ、相手の意見を批判 しないとい うルール

で行 うことによ り、 自分 の考えを話す ことに自信を もち、友達の 考えを聞 くとい う姿勢

が養われた。 その結果、 自分の考えや実態 を客観的 にとらえ ることがで きるよ うになっ

た。

③ 自分の体験を話 した り友達の体験 談を聞いた りす ることは、交流 を 一一N定的に受 け止め、

交流への意欲 を もっ ことに有効であ った。

④ 生徒 たちにとって、毎時間 ごとに、 自分の 障害や 自分たちの体験 を通 して、 自分の内

面に 目を向け真剣に考えた ことは、 自分 を知 るの に何よ りも役 だ ったと思われる。

⑤ 普段 あま り接触のない人の話を聞いた り話 した りして、 コミュニ ケーシ ョン上の問題、

自分の障害を認識 させよ うとしたが、聞 くことが 中心 とな って しま った。 自分たちが話

す際に工夫すべ きことを考え られ るよ うな場 面設定が必 要であ る。

⑥ 考 えただけで終わ るので はな く、考えた事 を社 会に出た時 どう活か してい くか、自分

の こと、自分 と社会 とのかかわ りを さらに考え、実際に社会の中で、自分の障害 を正 し

く認識 しなが ら、よ り良 い生活を送 ってい くことがで きるよ う、援助の 工夫を考えるこ

とが 今後の課題であ る。
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VI研 究 の 成 果 と 今 後 の 課 題

1研 究の成果

(1)「 自分 自身を知 る」段 階での援助の工夫

① 自分 自身を肯定的に とらえ、 自信を もっために

ア 作業学習等での 自己評価 ・相互評価は、長所 のみに着 目して行え るよ うにする。具

体的には個 々の発達段階に応 じた評価項 目を設定 してお くとと もに、あ らか じめ達成

で きないと判断され る項 目は空欄 に してお くな どの手だてを取 る。

イ 児童 ・生徒がお互 いの良 さを認 め合 う場 と しての、評 価カー ドの交換 ・発表などの

活動を、指導内容 に応 じて取 り入れ る。

ウ 児童 ・生徒が信頼す る身近な人(家 族 ・教師 など)か ら、実態やね らいに沿 った肯

定的 な評価 を して もらう機会を設定す る。

② 過小 ・過大 になりが ちな自分に対 す る評価を実態 に近づ けるために

ア 技術や学 習の達成度 を評価 させ る場合 は、習得すべき課題を スモールステ ップ化 し

た ものに併せて、評 価の観点を細分化 したワー クシー トを作成す る。

イ 行動記録な ど、 自分の実態を数値化 して と らえることができる資料 や、写真 ・具体

物 ・ビデオな どの視覚的に とらえ ることがで きる資料を活用す る。

ウ 努力すれば改善で きる点 を明確 にす ることで、苦手意識や過小評価をやわ らげる。

工 児童 ・生徒が互 いの反省や決意 ・改善方法を聞 き合 った り、話 し合 った りす る活動

を通 して、他者の立場で考える、自分 と比べ るとい った姿勢を育て る。

(2)「 課題を知る」段階での援助の工夫

① 自分を知ることで、次の 自分の課題 を知 るため に

ア 評価の観点表が課題の スモールステ ップ と対応す るように、項 目を設定する。

イ 自分が設定 した課題が適 切であ るか どうか見直す場 として、 自分の反省や決意 ・改

善方法 にっいて、身近 な人(家 族 ・友達 ・教師など)と の話 し合いを活用す る。

② 自分の課題を 見付け る力を育て るために

ア 語尾を限定 した吹 き出 しなど、児童 ・生徒 自身がね らいに沿 う評価がで きるワーク

シー トを工夫す る。

イ 次時 における自己の理想像を詳 しく具体的に描 くことで 、課題の具体 化を図る。

2今 後の課題

「自分 自身 を知 る」段階 と 「自分の課題を知 る」段階にお いて、どの ような援助が必 要か

つ有効か、授 業を行 って分析 し検討を加えて きたが、対象 とな った児童 ・生徒の年齢、障害、

発達段階等がすべて異なるため、検証 と しての授 業を設定す ることはで きなか った。よ って

よ り必要かっ有効な援助が網 羅 されたとはいいが た く、児童 ・生徒の実態 に応 じた援助 につ

いて さ らに焦点を絞 って検証を重ねる必要があ る。

「問題を解決す る」段階の援助の工夫 について も、指導事例の中で触れてい るが、本研究

ではその前段 階までを研究対象 と したため、分析や検討を行わなか った。 しか し、自分 自身

を知 ることで 自分の課題を知 り、その解決を通 して 自分 自身を高めてい くことがで きるとす

るな らば、 「課題を解決す る」段階までを系統的 にと らえた援助 の在 り方を明 らかに してい

くことが 重要である。
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児童 ・生徒が分かる喜びを実感できる教科指導の工夫

研究の概要

艮
本分科会では教科の指導において、 どのよ うな工夫をすれば、児童 ・生徒が分か る喜び

実感で きるのか というテーマを設定 し、 「指導の手だて」に焦点を当て、研究を進めて

た。その際、 「課題提示の工夫を していけば、児童 ・生徒の主体的な活動を促 し、分か

る喜 びを実感 できるのではないか」 とい う仮説をたて、授業研究を通 して検証 した。

その結果、 「課題提示の工夫」 と して、児童 ・生徒 の活動を全体の場で取 り上げ る事、

自己選択 で きる課題の設定、学習環境 の整備、効果的な学習形態、興味 ・関心のあ る具体

物の提示 、手作 り教材の活用、視聴覚機材の活用、簡潔で分か りやす い発問、教師の表現

力、効果的 なTTの 導入等、児童 ・生徒がで きる喜びを実感で きるための指導の手だて と

して有効で あるとい うことが分か った。 さ らに、教科の特性 を十分に考慮に入れてお くこ

とが重要であ るとい うことも確認 した。

今後 は、 「課題提示 の工夫」の中で十分に検討 されて いない項 目の分析、児童 ・生徒が

意欲 的に取 り組 んだ課題を解決するための指導 の工夫の検討、授業におけ る個別指導計画

の活用の仕方が課題 である。

1主 題 設 定 の 理 由

本分科会では、主題設定に当たって、構成員一人一 人の 日頃の授業実践 を持 ち寄 り、各 自

が抱えてい る課題 にっいて話 し合 いをす る ことか ら始めた。

提示 され た共通の課題は、実態把握 を多面的 に行 うことを基本 とす るが、

・的確な課題設定をす ること ・興味 ・関心を引 き出す教材 ・教具の工夫をす ること

・集団の利点を生か しなが ら
、個を伸ばす工夫をす ること

な どであった。

教 師が望む児童 ・生徒像 は、一人一人が 自 ら学ぶ意欲を もって、生 き生 きと主体的 に取 り

組 む姿であ る。 このよ うな姿は学校生活の様々な場面で望 まれ るが、と りわ け教科指導の中

でその ような姿 を引 き出すためには、児童 ・生徒が授業の中で個 々の課題をっかみ、 「で き

る喜 び、分か る喜 び」を実感 し、自信を付け ることと考え る。 このよ うな成就体験 を積む こ

とによって、 さらに学習意欲 を高め、能動 的な活動を促す ことがで きると考え る。

そ こで本分科会で は、 「児 童 ・生徒が 分か る喜 びを実感で きる教科指導 の工夫」を研究主

題 と し、主題 に迫 る手だて として、授 業研究を通 して具体的 に指導の工夫を明 らか にす るこ

とと した。

II研 究 の 方 法

1主 題の検討

各 自の授業実践に基づ き、前述の よ うに主題を検討 し、設定 した。

2研 究の焦点化 と仮説の設定

授業の流れや構造 の部分で、各自が工夫 している ことや困難 と感 じて いることをカー ド
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に記入 し、分類、整理 し分析 し、 「児 童 ・生徒が分か る喜びを実感で きる授 業」を作 るた

あ にどのような手だてが有効なのか、主題 に迫 るために研究の焦点化 を行な った。

その結果、 「課題提示の工夫を していけば、児童 ・生徒の主体的 な活動を促 し、分かる

喜 びを実感で きるので はないか」 とい う仮説 をたてた。

3授 業研究

中学校心身障害学級 「体育」、小学校心身障害学級 「算数」の授業を行 い、研究仮説の

検証を行な った。

皿 研 究 内 容

1分 か る喜 びを実感できる学習過程

児童 ・生徒 一人一人が教科指導の中で 自ら学ぶ意欲を もって、生 き生 きと、主体的に取

り組 むためには、分か る喜びを実感で きる授業を行 うことが必要である。そ こでまず分か

る喜びを実感で きる学習過程 とはどの ような ものかにっ いて検討 し、以下の ように考えた。

実 態 把 握

まず児童 ・生徒の実態を十分に把握す ることが必要であ る。 その

ために、児童 ・生徒の実態を性格面 ・行動面 ・学 習面等多面的 に

と らえて児童の全体像 を把握 し、個別指導計画を作成す る。

児童 ・生徒の実態 に基づ き、興味 ・関心を喚起す る学習課題を提

学 習 意 欲 を もっ 示す ると一人一人の心に 「楽 しそうだなあ」 「お も しろそうだな

あ」 「や って みよ うかなあ」 とい う学習意欲が芽生える。 この過

程 は児童 ・生徒が 主体的に活動す る授業の出発点 とな り、教師か

らの一方 的な提示で はな く、児童 ・生徒が飛 びっ いて くるような、

また進んで課 題に向 って来るような提示の工夫が必要である。

v

学習課題をっかむ

学 習意欲を もった児童 ・生徒が次に進んでい く過程 は、学習課題

をっかむ ことであ る。それは前の過程でわ き上が った学 習課題に

対す る興味 ・関心 を基盤に して、指導 ・生徒一人 一一人が 自分の学

習課題を明確に把握 してい く過程である。 この学 習課題は、事前

に個別指導計画を基 に して、十分検討 してお くことが重要 である。

また、 この学 習課題を教師が一方的に提示す るので はな く、児童

・生徒一人一 人が、選択 して行 くことがで きるよ うにす ること も

大切な ことであ る。

V
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児童 ・生徒一人一人が 自分の学 習課題 を十分に把握で きた ら、次

学習課題 を解決す る は学習課題の解決 に向か って取 り組む ことであ る。教師の支援 や

友達か らの刺激を生か して、 自分で考え主体的に判断 してよ りよ

く解決す る過程である。 また、 この過程 は、児童 ・生徒が分か る

喜びを実感で きる学 習過程の中で、重要な部分である。児童 ・生

徒が 問題 を解決する過程で、 「分か った」 「で きた」 とい う喜び

や達成感が、成就感 とな って、次の学習へ の意欲や 自信 にっなが

るのである。

2課 題提示の工夫

「分か る喜 びを実感で きる」学習過程を上記のよ うに考えたが、児 童 ・生徒にまず学習意

欲を もたせ るには、 「や ってみたい」 と思わせ るよ うな学習課題の提示が重要なポイ ン ト

であ ると考え る。児童 ・生徒の実態 に合わせた課題 の提示を適切に行なえば、学習課題を

つかみ解決 してい く過程 において分か る喜びを実感 できるであろうと考えた。

そ こで、 どのよ うな手だてを工夫 して いけば課題 をっか ませることがで きるのか 、検討

した結果、次のよ うに整理 した。

一 学習内容の組み立て

一 学 習 環 境

課

題

の

提

示

一

幽一 学 習 形 態

一 教 材 ・ 教 具

} 発 問

一 教 師 の 表 現 力

一
(前 時 の)評 価

} TTの 活 用

・繰 り返 しの学習によ り見通 しを もたせ、定着を図 る。
・飽 きさせな いための工夫をす る。
・児童 ・生徒の活動 を取 り上 げる。
・一人一人の活躍 の場を設定す る。

・自己選択で きる場 を設定す る。

・座席 ・教材の配置を工夫す る。
・板書の 工夫をす る。
・教室環境を整備す る。

・学 習効果を上げ るための形態を工夫す る。

・興味 ・関心を引 き出す工夫をす る。

・具体物 ・半具体物 を活用す る。
・視聴覚機器を活用す る。

・簡潔 で分か りやすい発 問をす る。

・気持ちを引きっ け意欲 を引き出す工 夫をす る。

・前時の学 習成果を認め、意欲を もたせ る工夫 をす る。

・事前に共通理解を図 り、活動を支援す る。
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IV指 導 の 実 際

《事例1中 学校心身障害学級(知 的発達障害)の 「体育」の指導》

1学 習指導案 対象生徒17名 指導者4名

(1)単 元 名 「水泳」

② 単元設定の理由

本学級では、毎年7～9月 に 「水泳」 の単元を設定 してい る。生徒の多 くは、水泳の

経験が少な く、授 業を楽 しみに してい る。 そこで、で きるだけ集中的 に 「水泳」の単元

を組み、水に親 しみ、泳げ るよ うにな る喜 び、楽 しさを実感で きるよ うに個 々の実態に

応 じた指導を行 っている。水泳 は海やプールの利用 など将来の余暇の活用 にっなが る運

動領域 の一っで もあるので、生涯体育の視点か らも大切であると考え、毎年、本単元を

取 り上げて指導を行 ってい る。

(3)単 元の 目標

ア ー人一人の 目標 に向か って、泳 ぐ努力をす る。

イ 自己の工夫 によ って、水泳の楽 しさを経験す る。

ウ ルールを守 って、安全 に水泳を行 う姿勢 を養 う。

(4)泳 力別 グループ表

匝 ≡至]泳 力 段 階 性 徒数1指 導 者

[A]ク ・一ルの型で泳ぐことができる。[巫]-T1

[B][亟 足で息継ぎをして勘 ことカ・できる[巫]-T2

[C]ビ ー ト板鞭 ・てばた足で進むことができるi[亟]-T2,T3;[=
D]ビ ート板鞭 ってばた足で進むことができる[璽]-T2,T4

*Cは 顔 を っ け られ る。Dは 顔 をつ け られ ない。

(5>グ ル ープ別 課 題 と生徒 の 実 態

・Aグ ル ー プ の課 題⇒ ク ロール で25m以 一ヒ泳 ぐ

Aグ

ル
ープ

Al A クロー ル15m

B クロー ル15m

C クロー ル20m

D クロー ル20m

E クロー ル20m

F ク ロー ル25m

A2 G クロー ル300m平 泳 ぎ200m

H クロー ル300m平 泳 ぎ200m

・Bグ ル ー プの 課 題⇒ ば た 足で10m以 上泳 ぐこ と

B
グ
ル
ープ

1 プールサ イ ドをった って移動で きる

J けのびか らばた足一5m泳 げる

K けのびか らばた足→5m泳 げる

L けの びか らばた足→3m泳 げる
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・Cグ ループの課題⇒ ビー ト板を使 って面かぶ りばた足

C
グ
ル
ープ

N ビー ト板 を使 って水 に顔 をっ け泳げ る→25m

M ビー ト板 を使 って水に顔 をつ け泳げる→20m

0 ビー ト板 を使 って水に顔をつ け泳げる→5m

・Dグ ループの課題⇒ ビー ト板を使 って面かぶ りばた足

『

Dグ

ル
1プ

ー

P ビー ト板を使 ってばた足で泳げ る

Q ビー ト板を使 ってばた足で泳げ る

(6)指 導計画(Aグ ループ)

1期 II期 1皿 期

① けのび練習 ⑤ ビー ト板を使 って ⑧ 歩行での

b 前呼吸 とキ ックの練 習 ス トロー クと

② 壁を使 って 8 ブ レス練習

キ ックの練習(顔 をあげて) ⑥ 歩行の横呼吸の練習 ↓

ε b ⑨ ク ロー ル

③ 壁を使って前呼吸の練習 ⑦ 歩行のス トローク練習

与 *本 時⑥～⑨

④ 壁を使って横呼吸の練習

i

(7)指 導 別 コー ス表

8 716 514i3 2f1

CD

グル ープ

◎5人

Al

グループ

◎2人

A2

グループ

◎6人

B

グループ

◎4人

1
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(8)本 時 の 展 開

・本 時 の 目標 ク ロー ル と ス トロー ク 《肘 あげ》 を マ ス ター す る。

◎ 本 時 の 活動(A1グ ル ー プのAさ ん に つ いて)

⇒ 本時のポイント

ー

ト。
bo
ー

活 動 内 容 Aさ ん の め あ て Aさ ん へ の 支 援 工 夫 す る こ と

導
入

10

分

あいさっ
人員点呼
準備体操
一斉指導(腰 掛けキック)

(水慣れ)

は っ きり とあ い さっ す る。

大 き な声 で 点 呼 す る。

しっか り と体操 す る。

伸 ばす と ころ、 曲 げ る と こ ろを

し っか り と行 わ せ る。

人員点呼→グループごとの点呼で

グル ー プ の所 属 意 識 をi

i持 た せ る・

展

開

30

分

横向き呼吸の練習
(歩行)

横向きの息継ぎができるようにする。
(片手⇒伸ば した手と逆方向で息継ぎ

をする)

・水 中 で 目を開 け させ る。

・息 を 吐 く とき は、軽 く息 を

脚

出すようにi静 かに吐かせる。

「'";

●吐 くと き⇒ お もい っ きり 測 か らノミッと吐 かせ る・

・吸 う と き⇒ お もい っ きりi口iか らパ ッと吸 わせ る。

・笛 の 音 に あわ せ て息 継 ぎを させ る。

・ゴー グル の使 用

・笛 の 使用

・上手 な場 面 が 確 認 で きた な ら、

そ の生 徒 にお 手 本 を示 させ る。

・説 明 は、 簡 潔 に

分 か りやす くi行 な う・

i水中歩行のストローク練習i
■,

b
(顔をあげて)

・クロー ル の ス トロ ー クを す る。

b

i抜き上げの肘を鰍 する0

・抜 きあ げ た肘 は頭 よ りも高 くさせ る。

・肘 を抜 き あげ た 時、 肘 のiエ ル ボー リングiを 見 させ る。
幽

・中 腰 、顔 を 起 こす 、 ゆ っ く り歩 くの3っ の き ま りを守 ら

せ る。
FP,P,層,一,辱

F,

・肘あげの時⇒手首のi脱 力iを 意識させる。
,「
L,,一 一P一 匿P,

・エ ル ボー リン グの使 用

→ 自分 の肘 が 高 くあ が って い

るの か?
⇒ エ ル ボー リン グを 自分 で作

る。

b

F

意欲 、興 味 にっ な ぐ。
脚

水中歩行のブレス練習

↓

・ク ロー ル の息 継 ぎを マ ス ターす る。

b

・水 面 に しっか り顔 を っ け させ る。

・吐 く とき⇔ お もい っ き り

・吸 う とき→ お もい っ き り

・肘 を抜 きあ げ た時 、 肘 の

百

口

か らパ ッと吐 か せ る。

か らパ ッと吸 わ せ る。

・生徒の隣に並んで進む

b
脚

iマ ンツ ーマ ン体 制 を と る。
脚

i25mに 挑戦する。i
●,

,,

i横向きの息継ぎを身に付ける。i ・25m泳 げ た生 徒 に は、 た くさん

褒 め る。

エ ル ボー リ・グiを 見 させ る.

ま

と

め

10

分

人員点呼
準備体操
本時の評価 ・次回の確認

・人員点呼を行う。
・本時の評価を行う。 ・全体の場で 浪 くでき檸 を褒めi、 次回の意欲づけに

す る 。

・自己の課題が確認できる場を設定

する。



2分 かる喜 びを実感 できるための課題提示の工夫

(1)泳 力別 グループの設定

同程度 の泳力の生徒 同士で グループを作 り、互いに刺激 し合 うように した。

(2)教 師の言葉かけ

ゆ っくり簡潔に分か りやす く説 明 し、課題 を明確 につかめるよ うに した。

(3)学 習環境

教師が常 に生徒 の身近 な所で一緒 に活動す ることにより、安心 して学習 に取 り組 める

環境づ くりに心掛 けた。

(4)具 体的 な教師の師範

教 師が授業で課題 となる動 きを具体的 に示 した。 ポイ ン トとな る動 きを強調 して指導

す る時には、ゆ っくり見せた り、繰 り返 した。 また、誤 りの例 も動 きを通 して示 した。

(5>教 材 ・教具の工夫

肘を意識 させるための 「エルボー リング」を

生徒が 自分で作 る ことによ り、学習への期待を

高めるよ うに した。

3考 察 と今後の課題 エルボー リング(1cm幅 の平 ゴム)

本授業で は抽 出生徒 に対す る指導の手だてを検証 しなが ら研究主題 に迫 ることに した。

先 に挙げた 「課題提示の工夫」の中で最 も有効 と考え られたことは、肘を意識 させ るため

の 「エルボー リング」であ る。生徒 自身が 作 った物を活用 した ことによ り、学習への動機

付 けがで き、授業への参加意識 も高め ることが で きたと考え る。

この ことによ り、課題を具体的に提 示す る工夫 をすれば、児童 ・生徒の主体的活動を促

せ るといえる。

また、課題 と しては以下の点が挙げ られ た。

・生徒 の活動を取 り上 げる:示 範 と共 にみん なの前で泳がせ るなど
、生徒の活動を取 り上

げ、見合 うことでお互 いの刺激に もな り、課題を明 らか にす るの に効果的 ではないか。

・評価 につ いて:生 徒が課題を達成 した時 には全体の場で褒めるなど して
、本人 も含めて

他の生徒た ちに も学習意欲を高める雰囲気を作 ることが大切で はないか。体育の学 習で

は自己評価がは っきりで きる場面が多 い。次時にっなげる自己評価の手段 と して視聴覚

機器を活用 し、実際 に自分の動 きを見 ることで課題 に対す る自己確認を し、意欲付 けと

す るとよい。

・課題設定の工夫:泳 法や距離 など、 自己選択で きる課題の設定の工夫 も大切であ る。

体育的な活動 は、生徒に とって体を動かす楽 しさを知 る、健康の増進や情緒の安定を図

るな ど様 々な意味を もっ もの である。生涯学習に生かす とい う視点 か ら体育の授業の中で、

「で きた」 「分か った」 とい う成就体験 を通 して、 これか らも 「や りたい」 と思えるよう

な学習計画 を立てて い く必要が あると考え る。

そのためには、生徒一人…人 に個別指 導計両をたて、課題を明確にす る必要が ある。本

事例で は、その点が十分ではな く、今後 の大 きな課題であ る。
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《事例2小 学校心身障害学級(知 的発達障害)の 「算数 」の指導》

1学 習指導案 対象児童3名 指導者2名

(1)単 元 名 「い くっ とい くつに分かれ る」(5～7ま での数の合成 ・分解)

(2)単 元設定の理 由

算数 の学習における本学級 の児童の実態 は、個人差 はあるが1位 数をほぼ理解 して き

てい る。 しか し、大 きい数の加法や減法で は、指を使 って計算 してい る。

数の合成 ・分解 につ いて は今までに も学習 してきて いる。 しか し 「い くっ とい くっ に

分かれ る」 とい う意味が十分に理解で きていなか った り、意味が分か っていて も補数を

スムーズに答え られなか った り、ゲーム等の具体 的な場面での活用がで きなか った りと

一人一人課題を残 している。

次 に繰 り上が り ・繰 り下が りのある加法や減法の学習に入 るに 当た り、よ り確実 に1

っ の数を ほかの数の和や差 としてみ ることができることが重要 と考え、本単元を設定 し

た。

(3)単 元の 目標

①1っ の数をほか の数の和 や差 と してみ ることに関心を もつ。

② 合成 ・分解などの具体的な操作活動 を通 して、5か ら7ま で の数の構成 にっ いて理

解す る。

(4)児 童の実態

Aさ ん Bさ ん
}

Cさ ん

行 動 の 特 徴 等 こだわ りがある 消極的 にな りやす い

数唱 120ま で 160ま で 109ま で

算 1っ 大 きい数 0 0 X

数 1け たの計算 指で 大きい数は指で 指で

科 みんなで、残 りはの意味 ○ ○ △

の 合成 ・分解の意味 n U X

実 10ま での数の補数

態 ・具体物を見て 5で っ まず き 5で っ まず き 3ま で

・言葉での質 問 指を使 って10ま で 指を使 って8ま で 意味がっかあない

i 1
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(5)指 導 計画15/24(本 時)

時数 指 導 目 標 指 導 内 容

7

・5を2っ の 数 の組

と して と らえ る

・ 「ト トロの玉 入 れ 」 を して 、5の 分 解 を す る。

・5の 構成 を ま とめ る。

・数 当 て ゲ ー ム、 カ ー ドめ く り、 プ リン ト学 習等 をす る。

・ゲ ーム を して ま とめを す る。

7

・6を2っ の数 の 組

と して と らえ る

・ 「卜 トロの 玉入 れ 」を して、6の 分解 を す る。

・6の 構 成 を ま とめ る。

・数 当て ゲ ー ム、 カ ー ドめ くり、 プ リ ン ト学 習 等 を す る。

・ゲ ー ムを して ま とめ をす る。

7

・7を2っ の 数 の組

と して と らえ る

・ 「ト トロの 玉 入 れ 」 を して 、7の 分 解 を す る。(本 時)

・7の 構 成 を ま とめ る。

・数 当 て ゲ ー ム、 カー ドめ くり、 プ リン ト学 習等 を す る。

・ゲ ー ム を して ま とめ をす る。

3 ・練 習 ・5～7ま で の 数の 練 習

(6)本 時の展開

① 本時の 目標7を2つ の数 に分解 し、2っ の数の組 として と らえる。

② 本時の個別 の 目標

Aさ ん ・半 具体物 を操作 して、入 った玉の数を考 えることがで きる。

・玉がい くつ とい くつ に分かれたか、表を見て分かる。

・席を立たないで、課題 に集中す る。

Bさ ん ・自分のや り方で、入 った玉の数を考え る。

・半具体物 を操作 し、確か める。

・玉がい くっ とい くつに分かれ たか、表を見て分か る。

Cさ ん ・半具体物を操作 して、入 った玉の数を考え る。

・玉が い くっ とい くつに分 かれ たか 、表を見て分か る。

・意欲的 に学習す る。

③ 本時の展 開 表1参 照

(7)評 価

① 児 童の評価 本時のね らいが達成 されたか。

② 教師の評価 工夫のね らいが達成 されたか。
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(6)③ 本時の展開

●共通の学習活動 テーマとの関連事項 ★教師の支援

1

卜。
①
ー

導

入

10

分

展

開

30

分

ま

と

あ

5

分

学 習 の 流 れ

1.あ い さ つ

2.前 時 の復 習 を す る。

3.本 時 の 学 習 につ いて 知 る

4.ト トロに 「元気 の玉 」 を

食 べ させ よ う。

5.ト トロが 食 べ た玉 の数 を

考 え よ う。

6,玉 は、 い くつ と い くつ に

分 かれ たか 、 考 え る。

7.ま とめ をす る。

Aさ ん の 学 習 活 動 Bさ ん の 学 習 活 動 Cさ ん の 学 習 活 動

●日直が号令をかけてあいさっする。

●6の 数を数あてゲームをする。

★背筋を伸ばし、顔を合わせるようにさせる。

★クイズ形式にし、学習意欲を高めるように支援する。

本時の学習課題 「はじめの数を7に して トトロの玉入れをすること」を知る。★個別の目標を自覚させるように支援する。

● ワー ク シー トに ゲー ム の順 番 とは じめ の 数(7)を 書 き込 む。

ゲー ムを す る。

必要な 「元気の玉」を用意 し、友達に数を確認 し

てもらう。

玉を投げ入れる。★様子を見て、距離を調節する

草に落ちた玉(入 らなかった玉)を 緑の箱に入れ

数を確認してもらい、表に玉の数を記入する。

・(めあて)半具体 物 を操 作 して 、7の 分解 がで き る

★ ト トロの絵 と草 の 絵 を使 って 、 ブ ロ ックを

2つ に分 け させ る。

(Tl)ゲ ー ム の準 備 を す る。

ゲ ー ム と ワー クシー トを ロー テ ー シ ョ ンを す る。

はじめの玉の数を確認する。

落 ち た玉 をT2と 一 緒 に集 め る。

草 に落 ちた 玉 の数 を 確認 し、 ワー ク シー トに

記 入 す る。

・(めあて)自分 の や り方 で7の 分 解 が で き る。

★ ブ ロ ックを使 わ ず に考 え た場 合 は、 ブ ロ

ッ クで 確 か め させ る。

(T2)児 童の活動を確認する。

は じめ の玉 の 数 を確 認 す る。

★1つ1つ 確 実 に教 え させ る。

草 に落 ちた 玉 の数 を確 認 し、 ワー ク シー トに記 入

す る。

・(めあて)半具 体物 を操 作 して 、7の 分解 が で き る。

(T2)★ 必 要 に応 じて 言 葉 掛 けを す る。

★ ト トロの 絵 と草 の 絵 を 使 って 、 ブ ロ ッ クを

2つ に分 け させ る。

● 「トトロのおなか」を開けて、入った数を確認する。★(T1)答 えが合っていたら拍手を し、褒めながらまる付けをする。

● 自分 の ゲ ー ムの結 果 に合 わ せ て、7の タイ ルを2つ に切 り、表 に貼 る。

●表を見て、玉がいくつといくつに分かれたか発表する。 ★言えたら褒ある。

★(T2)タ イ ル に○ と ×を 書 かせ て 切 らせ る。

●取 り組んだことを振 り返る。

●次時の学習について知る。

●日直が号令をかけてあいさつする。

★頑 張 った こと、 よ か った こ とを認 め 、 励 ます 。

★次回の授業の課題を意識させる。

★背筋を伸ばし、顔を合わせるようにさせる。



2分 かる喜びが実感で きるための工夫点

(1)学 習内容

・児童が飽 きないように
、小単元の内容 を玉入 ゲーム、数当てゲーム、カー ドめ くり、

タイル図の作成、プ リン ト学習 と、多様 に用意 した。

・小単元の内容を数だけ変えて
、繰 り返 したことで、児童が見通 しを もって活動で きる

ように した。

・児童一 人一人のね らいを はっき りさせてお き
、それに添 った手 だてを工夫 した。

・児童が 自 ら考え
、答えを出せ るよ うに援助 した。

(2)学 習環境

・児童の行動の特徴 に配慮 し
、学習 に集中 しやす いよ うに友人関係を配慮 して座席を配

置 した。

・児童が課題 をっかみやす いように
、板 書に個別 目標や教材 ・教具を提示 した。

板書(個 別目標)

Aさん[=========コ

Bさん[========コ

Cさん[========]

はじめの玉の誼

トト・の玉入れをしよう1一

はじめの
致

草にY6ち

た数

}}}一

トトロが

食べた数

Aさ ん 7 4 3

uさ ん

Cさ ん

一一

一 一

一 冒 一 一

回
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(3)授 業形態

・児童同士のかか わ りによ り学習効果を上げ ることをね らい、集団学習の形態を とった。

座席表

ト トロ

回

團

Tl

】 團

机

T2

(4)教 材 ・教具

・児童の興味を引 き出す教材 として 「トトロ」を登場 させ、食べた 「元気の玉」の数を

おなかを開 けて確認で きるよ うに した。

〈一一一一 一lm20c7n-一 一一一 一一一一一一〉

幽

oOoΦ
AAA《

AQA

おなかがすいて

元気のない トトロ

↑
』5∫`批 oOo

ゆ

おなかい っぱいで

目がキラキラ している トトロ
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・ブ ロックを2つ に分 ける操作を しやすいよ うに、 「トトロ」と 「草」の絵を使わせた。

ゲームを 見ている児童に も手元 で同 じ絵を使わせた。

トトロが食べ た玉の数 草におちた玉の数

← 一一L}一{cm-→

T
38cm

上
四

〈

塁 丁
!5ヒ帆用

V

上

←-/6ζ 瓢 一 一→

oOo

◇ 圓
9P

'2`り ㌧/

/

2匁

・数当てゲームでは、 「合成 ・分解箱 」を用意 し、

具体物(玉)を 見てイメージをっかめ るよ うに し

た。数字 カー ドで答え させ ることによ り、他の児

童の発 言に左右 されず に考え させ るよ うに した。

＼

＼

/

ん
h諺

合成 ・分解箱

・数の構成では、っなが っているタイルをハサ ミで2っ に切って貼 らせ、 量と して確認

で きるよ うに した。

(5>教 師の表現力

・ 「トトロ」に ス トー リー性 を もたせ るため、表現を工夫 した。

(6)評 価

・学 習の積み重ね と確認をね らって、毎時の初めに前時の復習を した。

・毎時の終 りに、頑張 ったことを認め、次時に学習に期待感を もたせ るように した。

・課題を達成 した児童に対 して は、お互いに認め合え るように拍 手を促すな ど した。

・課題のチ ェック表を持 ち帰 らせ、保護者 に学 習の情 報を提供 し、共通F'!一'.解を図 った。

・学習 プ リン トをと じさせて持 ち帰 らせ、保護 者に も賞賛 して もらうよ うに した。

(7)TTの 活用

・TTの 役割分担を明確 に し、支援の仕方 を共通理解 して指導 した。
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3考 察 と今後の課題

児童が学ぶ喜 びを実感す ることを願い、研究の視点 に基づいて授 業の 工夫を試みた。 児

童の興味を引 く教材 として 「トトロ」を登場 させ、 目の表情を変えて簡単 なス トー リー性

を もたせてみた。それぞれ興味を示 し、普段 お とな しくあま り声を出 さないCさ ん も、笑

顔を見せ ることが多 くな り、ゲームの途中で時々大 きな声を出すな どの変容がみ られた。

小 単元で多様な学習内容 を用意 した ことで、児童を飽 きさせずに課題に取 り組 ませ るこ

とがで きた。 また、各小単元で は、数 だけ変えて同 じ内容を繰 り返 した ことで 、児童は、

見通 しを もって活動す ることが多 くな って いった。新 しい数の導入の1時 間 目は、児童の

中に多少抵抗感があ った ようで他の時間に比べ課題 にの りに くい様子がみ られた。そのよ

うな時 には、児童の状態 によ り、TTの 役割分担を臨機応変に変え る こと も必 要であ った。

小単 元の終 り頃には、一人で操作がで きるよ うになった り、半具体物を使わないで補数

を覚えて言え るようになった りす るなど、それぞれ 自信を もって質 問に答え ることが多 く

な った。

チェ ック表 を作成 し、テス トとして補数を 「指 を使 って 言え る」 と 「覚 えて言え る」の

2項 目のわた って チェ ックを し、定 着度を確認 した。その結果、Aさ ん、Bさ ん は既習の

数の補数をほぼ覚えて言えるようにな り、Cさ んについて は、言葉の理解は今一歩であ る

ものの指を使 うと確実に補数を答え られ ることが分か った。

今後 はチ ェ ック表の結果を検討 し、Cさ ん にっいて はさ らに細か い指導の 手だてを加え、

次 の7以 上の数にっ いて も児童一人一一人の指導 目標 を立て、さ らに学 習の定着化を図 りた

い と考え る。

以上 、研究の視点 にそった授業の工夫 は、児童の生き生 きと した活動 を引き出 し、学習

の定着化 と次の学習課題の確認に役立 った と考え る。
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Vま と め と 今 後 の 課 題

1研 究 のまとめ

本分科 会で は、教科の指導の中で どのよ うな工夫をすれば、児童 、生徒 に分か る喜びを

実感 させ ることがで きるのか、 とい うところか ら研究が スター トした。授業を組み立てて

い く上 で教師の大切な視点 として、以 下の4項 目の重要性を確認 し、研究主題 に最 も関連

性が あ ると考えた 「指導の手だて」 に焦点 を当て研究を進め、仮説 を設定 した。

実態把握 課題設定 指導の手だて 評価 ・反省

仮説

課題提示の工夫 をす ることで、児童 ・生徒 の主体的 な活動 を促 し、分か る喜びを実感

で きるので はないか。

授業研究を通 してこの仮説を検証 した結果、 「課題提示の工夫」 と して次の ような こと

が明 らか にな った。

◎ 学習活動 において、児童 ・生徒 の実 際の活動 を取 り上 げる ことによって、相互 に課題

意識を高める ことがで きる。 また、評価の場面において も学習の意欲付けを図 ることが

で き、次時への課題意識を もたせ る上で も効果的であ る。

◎ 達成で きる課題を用意 し、 自己選択で きるよ うにす ることによって、課題に対 して 自

信を もって主体的に取 り組む ことがで きる。

◎ 座席や教材の配置等、学習環境 を整備す ることによ って、学習意欲を喚起 させ 、主体

的な活動 を促す ことがで きる。

◎ 発達段階を考慮 したグループ指導や個別指導 をす ることによって、学 習効果を上げ る

ことがで きる。

◎ 学 習課題、学習内容を明確 にっか ませ るためには、興味 ・関心が もて るような具体物

の提示、あ るいは、具体的な操作活動が有効で ある。具体物では、児童 ・生徒や教師の

手作 りの教材、教具を活用す ることによって、 さ らに学習意欲を高める ことがで きる。

◎ 視聴覚機器を活用す ることによって、学 習活動に対す る興味 ・関心 を高め ることがで

きる。 また、実 際の活動を視覚的に と らえ させ ることによって、 自己確認、 自己評価が

で き、課題をよ り明確にっかむ ことがで きる。

◎ 簡潔で分か りやす い発問をす ることによ って、課題を的確 にっかむ ことができる。

◎ 児童 ・生徒 の気持 ちを引きつ けた り、学 習意欲を引 き出す には、抑揚のある話 し方、

場面 に応 じた柔軟な対応、一緒に楽 しみ、で きた ことを喜び合 う、共感す る姿勢等、教

師の表現力が重要なポイ ン トとな る。課題提示や評価の場面では特 に必要 とされ る。

◎ 個 々の学 習課題、指導の手だてについて教師問で共通理解を図 り、役割を明確 に して
1

指導 にあた る。

◎ 課題提示 の工夫 にあた って は、教科 の特性をf分 考慮 に入れてお くこと も重要であ る。
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2今 後 の課題

授業研究を通 して先の点が確認 されたが、今後の課題 と して次の点が挙 げ られる。

◎ 関連性 のある項 目の分析

「課題をっか ませ る手 だての工夫」では項 目毎に整理 したが、手だての 工夫を して い く

上で内容が重 なり合 ってい ることが多 く、 「TTの 活用」等 、十分な検討がで きなか っ

た項 目につ いて、 さ らに研究 して い く必要が ある。

◎ 個別指導計画の作成 と活用

研究主題 に迫 る手段 として個別指導計画を取 り上げたが、実際の授業 の中でどの よう

に活用 してい くか、共通の認識が十分で きなか った。作成 し活用す る際の留意点 として、

個別の支援 とと もに、集団 とのかかわ りの中で個を生かす ことがで きるよ うな計画を立

てていかなければな らない。

◎ 課題を解 決す る手だての工夫

児童 ・生徒が授業の中で、分か る喜びを実感で きるの は、学習課題を解 決す る過程で

あ る。意欲的 に取 り組んだ課題を解決す るための手だての工夫 をさ らに追求 してい く必

要があ ると考え る。

児童 ・生徒が分か る喜びを実感で きるの は、 「授業」の場面 だけで はな く、学習 した こ

とが実 際の生活の中で活用で きた時 に も、大 きな喜びや満足感 を感 じることがで きる。 こ

れ らの課題 を解決 してい くために も、学 習 した ことを 「生活に生かす」 とい う視点を もっ

て、よ りよい授業を 目指 してい きた い。
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一 人 一 人 の 力 を 伸 ば す 指 導 の 在 り方

集団の中で主体 的な活動 を引き出す授業 の工夫

研究の概要

ら
本分科会では、研究主題 の検討の中で、集団で行 う学習 において個 々に応 じた指導を ど

よ うに行 うのか ということに論点が集 ま った。そ こで、 「集団の中で主体的な活動を引

き出 し、一人一 人を伸ばす授業の在 り方」 に主題を置 き、研究を進 めることと した。

最初 に、養護学校高等部 の授業分析 を行 い、児 童 ・生徒の活動 や教師の活動 に視点を 当

て、授業の構造化 を試みた。 その結果 、授業 には 「集団で行 う学 習活動」 と 「個 々の学習

活動」があ ることや、そのどち らに も分 けることので きない観点(児 童 ・生徒 同士のかか

わ り、楽 しい雰 囲気な ど)も 出て きた。 そ して、児 童 ・生徒 の活動を支え るものと して教

師の活動 と援助 の位置付 けを明確に し、授業の構造 図を作成 した。

次 に、実 際の指導案を作成す る際に活用で きる表を作 るため、縦軸 に授業の流れを、横

軸 に 「集団の活動」 と 「個別の活動」 を置き、再度授業分析を行 った。その結果、児童 ・

生徒の活動の 中には、集団の活動 と個別の活動 をっ な ぐ 「友達 同士がかかわ る活動」 とい

う部分を明確 に示す ことがで きた。そ して、教 師の活動 ・援助 にお いては、児童 ・生徒 同

士の 「かかわ りの援助」 とともに、 「集団への参加 を促す援助」 と 「集団の力で個を伸 ば

す援助」が明確 に表 された。 この ことか ら、集団 の中で主体 的な活動を引 き出すために、

「個 と集団をっ な ぐ援助」が重要であ るとい う結果が出 され、指導案作 成における観点の

ヒ±r整墾一
1主 題 設 定 の 理 由

心身障害教育 においては、障害の状 態や特性、発達段階等 の異な る児 童 ・生徒一人一人を

伸 ばすために、個々の課題に応 じた きめ細 やかな指導が求 め られてい る。 日々の実践の 中で

も、個別の指 導計画に基づ く指導が、 ます ます重要 にな って きてい る。

個別の指導 とい って も、集団か ら切 り離 した1対1の 指導 だけを さすので はない。児童 ・

生徒がそれぞれの力に応 じて、将来社会参加 ・自立を 目指せ るように、集団の中で自分の力

を発揮で きるよ うにす ることが大切 である。

ところが 、1対1の 指導で は自分 の課題 に取 り組め るのに、集団の中で は十分力を発揮で

きない とい うことが実際の授業の中でみ られ ることがある。 そのため、集団の中で一人一人

が見通 しを もって 自分の課題 に取 り組 めるようにす るにはどうすればよいか、 また、集団の

学習の中で個 に応 じた教材を どのよ うに用意す るのか等、検討す る事項 は多い。一方、集団

で行 う学習 には、集団の良 さが生 きる題材で活動 す る楽 しさがあ り、児童 ・生徒の意欲を高

め るのに有効 な ことが多 い。集団の良 さを生か しっっ、児童 ・生徒 一人一人が もってい る力

を発揮 して意欲的 に活動 できる授業 を作 ることは大 きな課題である。
し

そ こで、 「集団の中で主体的な活動を引 き出す授 業の 工夫Jを 研究テーマ と し、授業研究

な どを通 して 、児 童 ・生徒が主体的 に活動で きるために必要な要因を分析 し、そのための教

師の援助の方法や授業の工夫にっ いて考察す ることに した。
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II研 究 の 方 法 と 内 容

1研 究の方法

(1)授 業(指 導の展開)を 構成す る活動及 び援助についての分析

主題の 「集団の中で児童 ・生徒の主体的活動 を引 き出す授業の工夫」に迫 るために、

まず、養護i学校高等部の生活単元学習の授業分析をKJ法 を用 いて行 い、授業(指 導の

展開)に おけ る児童 ・生徒 の活動及 び学 習の様子 と教師の活動 及び援助の工夫 にっいて

その内容を明 らかに した。(図1参 照)

(2)授 業(指 導の展開)に おける児童 ・生徒、教師の活動及び援助 の構造図の作成

授業分析の結果を基に、実際の授業(指 導の展開)に おけ る、児童 ・生徒の活動 と、

教師の活動及び援助の関係 につ いて整理 し、構造図にまとめた。(図2参 照)

(3)指 導案作成における児 童 ・生徒、教師の活動及び教師の援助の観点の整理

授業(指 導の展開)に おける児童 ・生徒、教師の活動及び援助 をまとめた構造図を基

に、再度実際の授業をKJ法 を用いて分析 し、児童 ・生徒の主体的活動を促す ための教

師の援助にっいて整理 した。その中で 「集団への援助」 「個に対す る援助」 とと もに、

「児童 ・生徒同士のかかわ り合いへの援助」の重要性を確認 した。授業の流れに沿 って

教 師の援助 にっ いて観点 を整理 し、実際の指導案作成の時に役 立つ よ うな観点 表を作成

した。(図3、4参 照)

2研 究 内容

(1)授 業におけ る児童 ・生徒の活動 と教師の援助

①KJ法 による授業分析(図1)

授業を分析 した結果、 「児童 ・生徒の活動及 び学習の様子」では、 「集団で行 う学

習活動 の場面」 と 「個 々の学 習活動 の場面」が挙げ られ、それ らの学習場面 において、

「積極的 に課題に取 り組む」場 合 と 「課題に取 り組 めない」場 合がみ られた。

また、 「教師の活動」では、 「集団へのはた らきか け」 「個 々への はた らきかけ」

「個 と集団をっな ぐはた らきか け」があ り、教材準備や指導体制 、適切な指示や説明、

TTの 活用等、教師が活動 を行 う上で必要 な工夫が様 々あ ることも確認 され た。

② 授業分析の結果の考察

授業 における様 々な学習場 面を分析す る中で、 「課題がで きる、で きない。」だけ

ではな く、 「課題へ積極的な興味 ・関心を もっ。」 「生徒 同士の積極的 なかかわ りが

あ る。」等が、児童 ・生徒の主体的活動 において大切である ことが分か った。

また、 「教師の活動 ・援助」で は、 「集団への援助」 「個 々への援助」 と 「児童 ・

生徒同士のかかわ り合いへの援助」が挙げ られたが、 これ らにおいて、 「集団に対 し

ては個を」 「個 に対 しては集団を」それぞれ意識 した援助をす ることが大切であるこ

とが分か った。

そ して、実際の授業を展開す る上で、集団の中で個 の主体的活動を引 き出す には、

十分な 「個への援助」 「集団への援助 」と同様 に 「児童 ・生徒のかかわ り合いへの教

師の援助」 も大切にな って くることが分か った。
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図1授 業における児童生徒 ・教師の活動 について 養護学校での1授 業をKJ法 により分析 一

【児童 ・生徒の活動及び学習の様子】

集団で行 う課題に取 り組む。 集団で行 う課題 に取 り組めない。← →

・授業に積極的に参加す る。 ・授業に積極的 に参加 しない。
・友達同士のかかわ り合いがあ る。 ・友達同士のかかわ り合いがない。
・友達のまねをす る。 ・集団のペー スに合わない。
・話 し合いをす る。

E-→個別で行 う課題に取 り組む。 個別で行 う課題に取 り組めない。

・プ リント等の個別教材 に取 り組む。 ・プ リン ト等の個別教材 に取 り組めない。

【教師の活動】

集団へのはた らきかけをす る。

・全 体 に 質 問 す る

・授 業 の 進 行 を す る 。

・授 業 の ま とめ を す る。

個へのはた らきかけをす る。

・個 々 に 質 問 を す る 。
・個 々 に 褒 め る 。
・個 々 に 声 か け を す る。

個 と集団をっなぐはた らきかけを行 う。

・児童、生徒 同士のかかわ りを促す。
・個人の意見を集団 に伝 える。
・集団の意見を個人に伝 える。

【教師の援助の工夫】

適切な教材を準備す る。

・具体物を用意する。
・ビデオ等を活用す る。
・プ リン ト等の個別教材を用意す る。

指導体制等の工夫をす る。

・グループ分けや配置等の学習環境を整える。

TTを 活 用 す る 。

・個 に対す るはた らか けの補助 をする。
・授業の進行の補助 をする。

適切 な指示、説明をする。

・分か りやすい発問を指示する。

図2授 業 における生徒 ・教師の活動および援助(指 導 の展開における構造図)

1障 ・生徒同士がかかわる活動1
主 体 的 活 動 集団 としてのまとまり

・活発な学習活動
・生徒同士の積極的なかかわ り
・教材、課題に対す る積極的な関心

・楽 しい雰囲気
・賞賛の効果

1集団で行う学翫 動
→

←

i個 ・の学習醐1
・全体教材の取 り組み
・集団課題への取 り組み
・全体での話 し合 い

・個人教材の取 り組み
・個別課題への取 り組み
・個 々に対する質問

一

-

昼

-

・授業(単 元)計 画の立案 ・学習環境の工夫(配 置、グループ分け等)・ 授 業での学習活動援助
・個別の指導 目標の設定 ・指導体制の確認(集 団 ・個へのはた らきかけ)
・教材の準備(集 団、個別)・ 授業の まとめ ・評 価

1教 師の活動及び援助1

Tlの 活動及び援助 TTの 活動および援助

・授 業 の 進 行(児 童 ・生 徒 、T2へ の 指 示)
・集 団 へ の は た ら きか け

・個 へ の は た ら き か け

・授 業 の ま と め

・評 価(集 団
、 個 別)

・個 へ の は た ら き か け

・T1へ の 補 助

・個 々 の 評 価

一 ㎜
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② 指導の展開における 「授業の構造 図」作成(図2)

① 授業(指 導の展開)に おける児童 ・生徒 の活動

ア 「集団で行 う学習活動」について

集団で行 う学習活動の場面には、全体教材(ビ デオや板書等)を 見た り、集団で

話 し合 った りす ることがあることが確認 された。集団での学 習活動 は、授業の展開

の中で最初 に行われ ることが多 く、主に授業の進行 に直接関係す る。

イ 「個 々の学習活動」 について

個 々の学 習活動 として、個別教材(プ リン トや具体物等)に 取 り組んだ り、個 々

への質問に対 して応答 した りす るなどが あることが確 認された。授業の中で、児童

・生徒が主体的 に活動す るには、個別で行 う学習活動を十分用意す る必要がある。

ウ 「児童 ・生徒同士がかかわ る活動」につ いて

「集団で行 う学習活動」 「個 々の学習活動」の他 に、友達 のまねを した り、友達

同士が教え合 ったりす るなど、 「児童 ・生徒 同士がかかわ る活動」があ ることが確

認で きた。 この活動は、 「集団で行 う学習活動」 「個 々の学習活動 」を活発 に した

り、教材、課題 に対する積極的な関心を促 した りするな ど、重要な ことが分か った。

② 授業(指 導の展開)に おける 「教師の活動及び援助」

指導 の展開における教師の活動及び援助 には、集団や個への十分な援助の他に、T

2と の連携、授業の進行やまとめ等多岐にわた っている。 また、学習環境の整備や指

導 体制の工夫、教材の準備、個別指導計画の作成等、指導計画作成段階での工夫が必

要 不可欠で あることが分か った。特 に、集団を対象に して授業 を行 う場合、児童 ・生

徒 が 「集団で行 う学習活動 」 と 「個 々の学習活動」が ともに十分で きるよ うにするた

めには、T2、T3の 役割は重要であ る。

③ 児童 ・生徒の活動 と教師の援助の関係

ア 「集団で行 う学習活動」への教師の援助 にっいて

課題 を伝えた り、活動を指示 した り、授業の まとめを行 った りす ることなどは、

授業の進行 に大 きく関連す る援助であ る。集団に対 しての援助で はあ るが、個を意

識 しなが ら行 うことが重要 である。

イ 「個 々の学習活動」への教師の援助にっ いて

具体的 には、個 々に質問す る、褒め る、注意を促す、手伝 う、個 々にア ドバイス

をす るなどが挙げ られ る。個 々の学習活動 は、授業の中で中心的 な学習活動 にな る

ので、教師が十分援助す る必要があ る。個 に対 しての援 助ではあるが、集団を意識

しなが ら行 うことが重要 である。

ウ 「児童 ・生徒 同士のかかわ りの活動」への教師の援助について

授 業(指 導の展開)に おいて は、教師は 「集団で行 う学習活動」への援助、 「個

々の学習活動」への援助を中心的 に行 うが、集団 と個をっな ぐ必然的 な援助 と して

「児童 ・生徒のかかわ りの活動」への援助があ る。 この援助 によ って、集団の中に

おけ る個 々の主体的な学 習活動が促 されると考える。

(3)指 導 案作成 における児童 ・生徒の活動の組み方、教師の活動 ・援助の方法(図3,図4)
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① 授業 に役 立っ研究を 目指 して

授業を展 開す る中で、児童 ・生徒 の活動には、 「集団の活動」 「個別 の活動」があ

り、それ らに対す る 「教師の活動及 び援助」を図2に よ って示 した。 そ こで、教師の

援助 も 「集団に対す る援助」 「個別 に対す る援助」の観点で項 目を整理 し具体例 を示

す ことによ って、図2を 一般的に使 え るようにすることに した。

ところで、授業には 「課題把握」 「課題追及」 「達成評価」 という流れがあ る。 そ

れぞれ に対応 させて項 目を整理す ることによって、授業の流れ に沿 った表が作成 で き

ると考えた。 この ことによって、授 業で役立つ研究を 目指す ことがで きる。

② 授業を展 開す る中での児童 ・生徒 の活動

児童 ・生徒 の集団の活動、個別 の活動 には、それぞれどのよ うな ものがあ るのか 、

項 目を挙げ具体例を示 した ものが図3で ある。授業を展開す る上で、 「集団の中で主

体的 に活動す る。」ため には、児童 ・生徒の活動をどのよ うに組めばよいのか とい う

観点を図3に まとめてあ る。

課題把握の段階では、児童 ・生徒は説明を聞 き、学習内容を把握す る。説明を聞け

なか った り、学習内容を把握で きなか った りす ると、主体 的活動 にはなかなか結 びっ

か ない。課題追及の段階で は、準備をす る、課題に取 り組 む、片付けをす る、 とい う

活動があ る。 その中には、友達を誘 った り、力を合わせた りす るなど、友達同士がか

か わる活動が見 られる。達成評価の段階では、で きたことを確認す る、次の授業の内

容 を知 るといった活動が ある。授業の一っ一っの場面 には、集団の活動、個別の活動

が ある。例えば、集団の中で全体 に向け られた説明を聞 き、全体の学習内容を把握す

ることは集団の活動であ り、個別 の課題の説明を聞き、 自分の学習内容を把握する こ

とは個別の活動 になる。

③ 教師の活動及び援助

授業の中での教師の援助を分析 してみると、児童 ・生徒 の集団の活動には 「集団に

対す る援助」を、個別の活動には 「個別 に対す る援助」を行 っていた。児童 ・生徒 の

どん な活動 に対 してどん な援助を行 っているのか、具体例 を示 した ものが図4で あ る。

児童 ・生徒が 「集団の中で主体 的に活動す る」ためには、それぞれの場面 に対 して

どの ような援助を行 って いった らよいか ということを図4に 示 して いる。さ らに、図

4の 教師の援助は、図3の 児童 ・生 徒の活動 と、それぞれの場 面で対応 している。 例

えば、図3に おけ る全体 に向 け られた説明を聞 くとい う集団の活動 に対 して、図4で

は、 「写 真 ・カー ドを提示す る。」 「視聴覚機器を使 う。」など、集団の活動に対す

る援助を挙げた。 また、個に向け られた説明を聞 くという個別 の活動に対 して、個々

の理解を促す ために 「個別に発問す る。」r注 目する。」など個別の活動 に対する援

助を挙げた。 ただ、課題追究の援助は、図3に 対 して対応 して挙げていない。 これは

課題追究を してい くときの援助には、集団 に対す る援助 と個別に対す る援助だけでな

く、集団 と個別の両方にかかわ る援 助が考え られたか らであ る。 この援助 は、集団 と

個をっな ぐ大 きな役割を果た してい る。 また、友達 同!∫のかかわ りへの援助 も集団又

は個 に対す る援助のどち らか一方には入れ られない ものであ る。
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④ 集団 と個をっな ぐ援助

図4の 課題追究の欄 には、 「集団の活動 に対する援助」と して 「学 習活動 を進行す

る」があ り、 「個別の活動に対す る援助」 として 「個 々の活動を促すはた らきか け」

が ある。それ とは別に、集団 と個別の両方の活動 にかかわる援助 と して、 「集団への

参加を促すはた らきかけ」や 「集団の力で個を伸 ばす援助 」が ある。 この2っ の項 目

は、集団の活動を個別の活動にっないだ り、逆に、個別の活動を集団の活動にっ ない

だ りす る援助であると位置付けた。

例えば、教師が 「児童 ・生徒 と一緒 に行 う。」 とい う援助 は、集団の中の課題か ら

個別の課題を どの ように受 けとめ るのかを教師が生徒 に示す ことにな る。 また、 「ル

ールを決め る
。」や 「役割や責任を果 たすよ うに促す。」 とい う援助 は、集団の中に

位 置付 け られた個別の活動を、集団の中でや り遂げ られ るよ うにす る援助で ある。児

童 ・生徒が、集団の中に位置付 け られた個別の課題 を 自分 自身 の力で受けとめて活動

す る ことは、集団の中で児童 ・生徒が主体的に活動す る上で重要 な ことである。集団

の中の課題を個別の課題 として解決で きるように個の力を伸ばす とともに、集団の中

で友達 と一一緒に活動 して課題解決をす る力 も伸ばす ことが大切である。

⑤ 児童 ・生徒 同士のかかわ りを促す援助

授業分析を行 った結果、 「児童 ・生徒の活動」(表3)の 課題追究の欄に、集団の

活動、個別の活動 とは別に 「友達同士がかかわ る活動」の項 目がでて きた。友達の活

動 を見 る、聞 く、友達を誘 う、励 ます、友達に教え る、友達 と話 し合 う、力を合わせ

る等が、 それに当たる。 この よ うな活動 を引 き出す援助 として、友達 同士がかかわ り

合え るような役割の工夫や友達の声かけに応え るよう促す等があ る。

これ らの活動 も、集団の 中で主体的な活動を引き出すため には、大切なものである。

友達同士のかかわ りを意識 した活動を、授業の展開の中にで きるだけ取 り入れてい く

ことが必要である。

⑥ 指導案作成における 「児童 ・生徒の活動」 「教師の活動 ・援助」の観点の表の活用

児童 ・生徒が課題把握の ための活動 をす るときに、教 師は、提示物 を工夫 した り視

聴覚機器を使用 した り、個別 に声かけ した りす る活動や援助を行 う。課題追究の時 に

は、教材の工夫や個へのはた らきかけを行 うとともに、雰囲気を盛 り上げた り役割や

責任を もたせ るなど、集団 と個をっな ぐ援助 も行 う。そ して、達成評価の段階では、

結果を表示 した り、で き高 シールをは った り、授業の内容を振 り返 った り次の授業に

期待感が もてるよう援助を行 った りす る。

このよ うに、集団の中で 主体的に活動す るための児童 ・生徒の活動、それに対す る

教師の援助を、集団 と個別の観点 か ら考え、指導案を作成 してい くときの ヒン トと し

て、 この表が活用で きるように した。

この表(図3,図4)を 使 って授 業を計画 し、実際に授業を行 うことで、本研究の

検証を行 った。その指導 事例を次に示す。
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図3指 導案 作成 に おけ る 「児 童 ・生 徒の活 動 」の観 点

集 団 の 活 動 個 別 の 活 動

課 一 ・みんなで話 し手を見る。 ・話 し手を見る。

説明を聞く。 ・みんなで提示物を見る
。 説明を聞 く。 ・提示物を見る。

題 ・みんなで板書を見る。 ・板 書を見 る。

把 ・本時の流れを知る。 ・自分のや ることを知 る。

学 習 内容を ・集団で やることを知 る。 学習 内容を ・自分の目当てを知 る
。

握 把握する。 ・集団の目当てを知る。 把握する。 ・分か らないことを聞 く。

・共通の教材を持 って くる。 ・自分の教材を持 って くる。

準備をする。 ・集団で活動場所へ移動する
準備をする。 ・自分の活動場所へ移動する

一 雫 }・集団の活動場所を作る
。 ・自分の活動場所を作る

。

課 ・みんなで提示物を見る。 ・提示物 を見る。

課題に取り ・みんなで板書を見る
。 課題に取り ・板書を見 る

。
組む。 ・みんなで視聴覚教材を見る

。 組む。 ・視聴覚教材を見る。
・ルールを守 って活動す る。 ・自分で課題を選ぶ。
・同 じ目当てに向か って、一 ・や り方 を考え る。

題 緒に活動する。 ・教材を操作する
。

・課題を解決する
。

・自分の考えを発表す る。

i● 答えを骸 する・

追 ・友達の話 を聞 く。 ・友達を誘 う。 ・話 し合 いをす る。

友達 同士が ・友達の活動 を見 る
。 ・友達を励 ます。 ・相談 して決める。

かかわる活動 ・友達と手を合わせ る
。 ・友達に教える。 ・友達同士での問題

を解決する。

究 ・協力 して教材を元の場所 ・自分の教材を元の場所に

片付けをする。 に戻す。 片付けをする。 戻す。
・元の場所へみんなで移動 ・元の場所へ移動する

。
す る。 ・掃除す る。

・協力 して掃除する。

1
・みんなの活動の結果を見合

達 集団の力でで う 。 できたことの ・自分の活動の結果を見る
。

成

きたことの確

認をする。

・みん なで まとめの話を聞 く
。

峰 め合う・

確認をする・1

:繋 を味わう・

・反 省する。

評 ・ま とめの話を聞 く。

価 次の授業の内

容を知る。

●耀 鵜 辞団で学習するl

ll

次の授業の内

容を知る。

・次の授業で集団で学習す る

内容を知る。
一

as‐



図4指 導 案作 成 におけ る 「教 師 の活動 ・援助 」の観 点

果
二
=
口

題

巴才

握

果
ニ
ニ
ロ

題

追

究

達

成

斗二=
口

価

集 団 の 活 動 に 対 す る 援 助

授業の内容を説明する。

学習内容を理解 したか

を確認する。

・写 真 カ ー ド
、 絵 カ ー ド

を 提 示 す る。

・具 体 物 を提 示 す る 。
・板 書 や 視 聴 覚 機 器 を 使

う。

・本 時 の 目当 て を提 示 す

る。

・発 問 す る。

・挙 手 を 促 す 。
・復 唱 を 促 す 。

・反 応 を 見 る。

・試 しに や れ る よ うに す

る。

個 別 の 活 動 に 対 す る 援 助

個 々の理解 を促 す。

学習内容を理解 したか

を確認する。

・個 別 に 発 問 す る
。

・ヒ ン トを 出 す
。

・注 目を 促 す 。
・具 体 物 を 目 の 前 に 提 示

す る。

・具 体 物 に触 る こ とで

理 解 を 促 す 。

・反 応 を 見 る
。

・発 問 す る。

・や る こ と を プ リ ン トに

書 く。

・カ ー ドを 選 ぶ 。

学習活動を
進行す る。 ← ← ←

・見 本 を 示 す 。

・安 全 に 配 慮 す る 。
・次 の 活 動 の 準 備 を す る。
・次 の 活 動 の 話 を す る。
・流 れ に あ っ た教 材 を 提

示 す る 。
・区 切 り ご と に評 価 を す

る。

1 1

集
1

・児童 ・生 徒 と一 緒 に 行 集
団 う 。 力団

促へ ・ ヒ ン トを 出 す
。 をの

すの ・ル ー ルを 決 め る
。 伸力

働参 ・雰 囲 気 を 盛 り上 げ る。 ばで

き加 ・友達の活動に目を向け す個
かを る よ う にす る 。 援の

け ・役 割 や 責 任 が もて る よ

うに す る。

助

・競 い 合 うよ うに す る。
・応 援 す る 、褒 め る。

励 ま す 。

・見 本 を 示 す 。

・友 達 同 士 が か か わ り合 え る

よ う な 役 割 を 工 夫 す る。

・友 達 同 士 で 問 題 解 決 を す る

よ う に 促 す 。
・友 達 に教 え る よ うに

、 ま た

聞 くよ うに 促 す 。
・友 達 か らの 声 か け に 、 答 え

る よ うに 促 す 。
・一 っ の教 材 を 、 一 緒 に 扱 う

よ う に 促 す 。

→ → →

個 々の活動を

促すはたらき

かけ

児

童

・
生

徒

同

士

の

か

か

わ

り

の
援

助

・興 味 の もて そ うな 課 題 を 用

意 す る 。

・個 別 の 教 材 を 用 意 す る。

・補 助 具 を 用 意 す る。
・自分 の 課 題 に興 味 を もて る

よ うに す る。

・課 題 を 自分 で 選 ぶ よ うに促

す 。
・や る 方 法 を 個 に 合 わ せ て示

す 。

・分 か りや す く話 す 。
・ヒ ン トを 出 す 。
・見 本 を 示 す 。
・手 を か す 。
・く り返 し声 を か け る。
・気 持 ちを 大 切 に して声 か け

を す る。

・や り始 め るの を 待 つ。
・一 緒 にす る。
・活 動 す る場 所 等 を メ ンバ ー

に よ って 配 慮 す る。

・個 の ペ ー スに 合 わ ぜ て 、 活

動 が 終 わ るま で 待 つ。
・で き た こ とを 確 認 す る 。
・次 の 活 動 を 促 す 。

評 価 す る 。

・作 品 を 提 示 す る
。

・結 果 を 表 示 す る。

・授 業 の 内 容 を振 り返 る 。
・褒 め る。

・課 題 を 話 す 。

・児童 ・生 徒 に 感 想 を 聞 く。

次の授業の内容を知 らせる。

・次 の授 業 の 活 動 内 容 を 話 す 。
・期 待感 が もて るよ うに す る。
・次 の授 業 の 持 ち 物 を 知 らせ る。

評 価 す る 。

・自分 の 行 っ た こ とを 振 り返 る。
・成 果 の 発 表 を 促 す

。
・褒 め る

。
・作 っ た もの で 遊 ん だ り、 使 うよ

う に した りす る。
・自 分 で 作 っ た もの を 、 食 べ るよ

う に す る。

・で き 高 シ ー ル を 貼 る よ うに す る。

次の授業の内容を知らせる。

・次の授業の活動内容を話す。

・期待感が もてるようにする。

一40一



皿 指 導 事 例

1生 活単元学習[小 学校心身障害学級(情 緒障害)]

(1)単 元 名 「魚つ り大会 を しよ う」.

(2)単 元の 目標

① 魚に興味を もち、進んで魚 を描 いた り係活動 を した りす る。

② 友達 と一緒 に、楽 しく魚釣 りゲームをす る。

③ 魚の数 の多少を理解す る。

(3)単 元設定 の理 由

本学級 は、1年 生1名 、3年 生1名 、5年 生2名 、計男子4名 の学級 である。 自閉的

傾向やてんかん を併せ もった児童が 多い。集団の中で児童同士が互 いにかかわ り合いな

が ら一っの ことに取 り組む ことで、学級集団 と しての質を高め、 その中で個々の児 童の

力を伸ばす ことを学級経営の一っの柱 と している。

本単元は、プール指導の時期に行 った水遊 びの一っであ る 「水中魚 ひろい」 に全員が

興味を示 し、楽 しく取 り組 めた ことに ヒン トを得て設定 した。児童 は、 自分が作 った魚

を使 って魚 釣 りをす るので、興味を もって主体的に取 り組みやすい と考え られる。 また、

進行係や得点係 などの役割 を明確化す ることにより、 自分のや ることが よ く分か り、友

達 とかかわ りを もって活動で きると考えて取 り上げた。生 きた魚 をっかむ学習をす るこ

とで児童が魚に興味 ・関心 を もて るよ うに した後、紙芝居を見て魚や魚釣 りのイメージ

をふ くらませた り、魚作 りを した り、皆で魚釣 り大会を して楽 しん だ りす るとい う一連

の活動を設定 した。 このよ うな主体的 な活動を通 して、友達 とのかかわ りも豊かにな っ

てほ しいとい う願いがある。本 単元で は、魚釣 り大会を楽 しみなが ら魚の数を数えた り、

数の多 い ・少ないを理解 した りす る こと もね らいの一っ としてい る。 また、数の学習だ

けで はな く、魚っかみを して魚 に親 しむ(生 活)、 紙芝居を見 る、物語を聞 く(国 語)、

魚の絵を描 き色をぬ る(図 工)な ど各教科の内容 も多 く含 まれてい る。

(4)児 童の様子

児 童 児 童 の 様 子

A児3年

本単元の魚っかみには大変 興味 を示 した。絵 は徐 々に形が描け るよ うにな ってき

て いる。5ま での数は理解 している。友達 にはよ く話 しか け世話をや こうとす る

こともあ る。てんかんが あ る。

B児5年

本単 元の魚っかみには大変興味を示 した。絵 は模倣 して描 ける。数唱はす るが 、

数は正 しく理解で きていない。 自分か ら友達 とかかわるこ とは少いが 、援助が あ

ればかかわろ うとす る。 自閉的傾 向が ある。

C児1年

本単元で は、進んで魚の絵が 描けた。5ま での数は理解 して いる。言葉はやや不

明瞭であるが、大人に はよ く話 しかけて くる。 一人遊びが 多い。てんかんがある。

D児5年

i

本 単元の魚っかみには大変興味を示 した。絵はな ぐり描 きが 多い。数 と物の1

対1対 応がiEし く理解で きて いない。 言語 は不明瞭だが友達 とのかかわ りは見

られ る。てんかんがあ る。
一
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(5)学 習指導計画(全8時 間 本時7/8)

① 魚つかみをす る。

② 魚の話がでて くる紙芝居を見てか ら、魚の絵を描 く。

③ 魚釣 りゲームで使 う魚を作 る。

魚釣 りゲームで使 う小道 具を作 る。

④ 魚釣 りゲームをす る。

(6)本 時の指導

① 本時の 目標

・進んで魚釣 りや係の活動 をす る。

・友達 と一緒 に楽 しく魚釣 りゲームをす る。

・魚の数の多 い ・少ないが分か る。

② 児童の 目標

(1時 問)

(1時 間)

(2時 間)

(1時 間)

(3時 問)本 時

児 童 児 童 の 目 標

A児3年 ・進んで得意 な係 を希望 し、積極的 に活動す る。
・魚をた くさん釣 ることを 目標 に、楽 しく魚釣 りゲームをす る。

B児5年 ・係の役割が大体分か り、1回 の指示で続 けて活動する。
・釣 る魚をよ く見なが ら、楽 しく魚釣 りゲームをす る。

C児1年 ・進んで好 きな係 を希望 し、楽 しく活動す る。
・釣 った魚 の数 を比べ、一番多い人が分か るよ うにな る。

D児5年 ・好 きな係を希望 し、名前などを教えて もらいなが ら活動す る。
・好 きな魚 を釣 るなど して、楽 しく魚釣 りゲームをする。

③ 本時の展開(次 ペー ジ参照)

学級全員の児童の活動 を個別 に記入 し、個に対す る教 師の援助は、まとめて記入 し

た。

④ 魚釣 り大 会の時の教室の配 置()は 児童

黒板(得 点表)

T1

かご 口

釣る人 ○

(D)

草

草

△ △ △ △ 石

△ △ △ 石

△ △ △ △

T2(A)(C)

※ △ は魚

T3 fig}

⑤ 本時の評価 ※児童の個別 目標 に基づ き評価す る。
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③ 本時の展開

個 別 の 活 動 教 材

全体の活動 集団に対する教師の活動 個に対する教師の援助
A児 B児 C児 D児 教 具

課 始めのあいさっを A児 を指名 し、あいさつ 元気よくあい 礼をす る。 号令に合わせ
∂

礼をする。 礼がで きないときは、T

す る。 を促す 。 さつ す る。 て礼をす る。 2はD児 へ、T3はB児

へ声をかけて促す。

題 前時の話を聞 く。 前時の活動を思い出しや た くさん魚を 魚を釣 ったこ 好きな魚を釣 好きな魚を釣 T1個 々に頑張 ったこと

すいように魚を見せなが 鉤 ったことを とを思 い出す。 ったことを思 ったことを思 などにっいて声をかける。模璽の

ら話す。 思い出す。 い 出す。 い出す。 魚

把
本時の説明を聞 魚釣 り大会をす ることを 自分で作 った 自分で作 った 自分で作った 自分で作 った Tl個 々に質問する。

く。 話す。魚を見せながら誰 魚を言い、魚 魚を指す。 魚を言い、魚 魚を言い、魚 分か らないときは、T2

握 が作 った魚かを確かめ、 釣り大会をす 釣り大会をす 釣り大会をす はD児 へ、T3はB児 に

意欲が もて るようにする。 ることを知る。 ることを知る。 ることを知る。 ヒ ン トを 与え る。

魚釣り大会の準備 池の所に草や石や魚を並 草を並べる。 石や魚を並べ 草や魚を並べ 石や魚を並べ Tl個 々の希望を尊重す 池用の

をす る。 べるように声をかける。 る。 る 。 る。 る。 シ ー ト

T2D児 の補助をする。 小道具
T3B児 の補助をする。 の石や

草

魚釣りの順番を決 児童の希望で魚釣りの頽 やりたい瀬番 挙手す る。 や りたい順番 や りたい とき T3B児 に希望を聞き声

め る。 番を決め、得点表に名前 に挙手する。 に挙手するn 挙手す る。 をかけ挙手を促す。

を記入する。

課 係を決める。 児童の希望を優先しなが ・一番やりたい やれそうな係 一番やりたい やりたい係に T3B児 がやれそうな係 1
ら係を決める。 係に挙手をす に挙手する。 係に挙手をす 挙手する。 に声をかけ挙手を促す。

る 。 る 。

魚釣り大会 をする。魚を釣 って見せ、や り方 よ く見てやり 見て、や り方 よく見てやり 見て、や り方 注 目できないときは、T 釣 り竿

①魚釣りのやり方 を話す。 方を知る。 をだいたい知 方を知る。 をだいたい知 2はD児 へ 、T3はB かご

を知 る。 る 。 る 。 児、C児 に注目を促す。 合轡馬
のベル

②魚釣 りをす る。 順番に魚を釣 ることを話 顯番に魚を釣 声をかけられ 順番に魚を釣 順番に魚を釣 丁 互進行係に躍幡 に指名

す 。 る 。 たら魚を釣る。る 。 る。 するよ うに声をかける。

題
友達が釣 るの 友達が釣るの 友達が釣 るの 友達が釣 るの T2又 はT3が 進行係の

を よ く見 る。 を見 る。 を よ く見 る。 を よ く 見る、、 補助をする。

③魚の数を数える。数えやすいよ うに魚を黒5ま では正確 5位 まで数唱 5ま では正確 3位 まで数唱 T全 員が一緒に数える。

板に貼 りなが ら数える。 に数える。 す る。 に数え る。 す る。 T1は 得点係の楠助をす

るQ

・同様の方法で順

番に魚釣 りをす

追 る。

魚を並べるの

を数えなが ら

見る。

魚を鼓べるこ

とに興味を も

つ3

魚を並べるの

謹 ながら

魚を並べるの

[を見る・

Tlt漁 並べ係に魚を酬

に並べ るようwを かけ列

T3も 魚釣りに参加 し雰

囲気を盛 り上げ る。

④得点を比べ優勝 比べ やす くす るために得5ま では正確 5位 まで数唱 5ま では正確 3位 まで数唱 T全 員が一緒に数える。 多色の

者を知 る。 点の数だけ丸を描 く。 に数える。 す る。 に数 え る。 す る。 チヌーク

丸の多少を比べることが

で きるよ うにする。

多い人 は誰か質問する。 多い人は誰か 多い人は誰か 多い人は誰か 多い人は誰か T2はD児 に、T3はB

答え る。 大体知る。 答え る。 大体知る。 児に分かりやす く話す。

究 優勝者は誰か話す。 優勝者は誰か 優勝蓄の方を 優勝者が誰か 優勝者が誰か
, を知 る。 見 る。 を知 る。 を知 る。

⑤優勝者や頑張っ 優勝者や頑張 った児童に メダルをかけ メダルをかけ メダルをかけ メダルをかけ T2、T3も 拍 手 を しな 優勝

た人を称え る。 メ ダル をか け、 褒 め る。 て もらう。 て もらう。 て もら う。 て もら う。 が ら音楽を口ずさみ一緒 メダル

拍手を し、音楽を日ずさ がんばったね 拍手をする。 おめで とうと 拍手をする。 に褒め る。T全 員は楽 し がんば
ぴ

みなが ら雰囲気を盛 り上 と言いなが ら 言いなが ら拍 い雰囲気を大切にしなが りメダル

げる。 拍手をす る。 手をす る。 ら声をかける。

片付けをする。 児童の意欲を大切に しな 自分か ら片付 片付ける。 自分から片付 片付ける。 T2はD児 、T3はB児

が らみんなで片付け られ け始める。 け始める。 の補助をする。

るように場所をは っきり
蟹

と示す 。 L} !
次時の話を聞 く。 再度魚釣り大会をするこ 話を聞き次時

幽

話 を聞 く。 話を闘き次時 話を聞 く。 注目できないときは、T

達 とを話 し、期待を もてる を楽 しみにす を楽 しみにす 2はD児 へ 、T3はB

成 よ うにす る。 る。
F

る。 1 児、C児 に声 をか け る。 き

°z }評

価 終わ りのあいさつ

をする。
A児 を指名 し、あいさっiあ いさっする/礼 をするJ

を健 す。

脇 圏 列 野 細Lを生 」
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(8)本 授業を展開す る上での教師の援助 とその評価

① 集団活動への援助

単元の 目標の 一つにある 「魚 に興味を もち、進 んで活動す る。」を具体化す るため

に、本単元学 習の1時 間目に本物 の魚をっかむ学 習を している。 また、紙芝居を見 た

り魚の絵を描いた りす る学習 も行い、本時の魚釣 りの教材化 につなげてい る。その た

め、本 時の授業は、 自分で作 った魚 を釣 るという興味の もて る活動 にな っており、魚

を釣 り上 げた時の児童の喜びは、 これまでの学習のま とめ と しての成就感にっ なが っ

ていた。 また、狭 い場所 に魚釣 り場が設定されていたので、友達の活動全体が見渡せ、

活動 に も集 中できた。友 だちと一緒に楽 しく魚釣 りゲームに参加で きるように、教師

は、適切 な言葉か けを した り、児童 と一緒に活動 した りす るな どの配慮が見 られた。

その結 果、魚釣 り大会への雰囲気を盛 り上げる ことに も役立 っていた。

② 個々の主体的活動の援助

一人一人の個別学習のめあて を しっか りもてるように活動が計画 されて いた。児童

の希望 を優先 させて係 を決め ていたが、一 人一 人の能力 と意欲 に合 った係の仕事で

あったため、みんなで話 し合 った り魚釣 りのルールを守 った りなが らも楽 しく活動 し

て いた。魚 を釣 る場面で は、一人一人に釣 り方の見本を示す など、個 々に応 じた細か

い声かけが見 られた。児童一 人一人の力が異な るので、 どの児童 も優勝が 可能になる

よ うに、魚釣 りゲームのハ ンデ ィーをつけてみ ること も考え られる。

③ 児童同士のかかわ りを促す援助

前時 までの活動 を思 い出 しやすいように、 これまで作 った魚 を児童の 目の前 に提示

して、間近で見れるよ うに していた。誰が作 った魚かが分 ることによ り、課題 に対す

る意欲が高ま っていた。 また、係活動が 自主的 に行 えるように、教師の援助があ った

ので、児童同士の声か け も多 く見 られた。本単元は、全員が同様な体験を通 して展開

す る構成だ ったので、友だちの活動 に目を向けるよ うにす るには、有効であ った。

魚釣 りの結果を数字 と児童 ごとに色分け したチ ョー クの丸印で板 書 し、それをみん

なで数唱 していた。 この ような優勝 者を決める過程 は、競 い合 った友だ ちをたたえ る

ことに もっなが っていた。 どの児 童 も楽 しい魚釣 りゲームに参加で きたことによって、

次回の魚釣 りへの期待 を もっ ことがで きた。

2生 活単元学習[養 護 学校 中学部(知 的発達障害)]

(1)単 元 名 劇 「金のが ち ょう」

(2)単 元 目標

・劇を通 して友達 とのかかわ りを もち、劇を楽 しむ。

・劇の流れを理解 し
、自分の役割を演 じる。

(3)単 元設定の理 由

今年度の1年 生は、心身障害学級 よ り4名 、通常の学級 より1名 、本校小学部 より4

名の入学があ り、計9名 の集団であ る。9名 の生徒 は、障害の種別が 多岐にわたってお

り、会話が成 り立つ生徒か ら教師の呼 びかけに応え ることが課題 となる生徒まで、かな

!/



りの幅が見 られ る。 また、1年 生 は3ク ラスに分かれているたあ、学年集団 と しての ま

とまりも大切に したいと考 えている。

本単元で行 なっている 「金のが ち ょう」の劇 は、台詞のや りと りの他に、友達の後 に

つ いて歩 くなど集団を意識 し、友達 とのかかわ りが もちやす い内容 とな っている。 さら

に、オ リジナルの歌を唄 った り、友達 と一緒にダ ンスを した りす るなど、生徒 に分か り

やす い活動が多 く含まれてい る。 生徒一人一入の課題設定が しやす く、個 々の活動を明

確 にす るため、生徒は自分のや ることが よ く分か り、意欲的に取 り組め る題材で ある。

本 単元では、少 しずつ新 しい友達 との関係がで き始めてい る生徒が 、さらに集団を意

識 し、友達 とのかかわ りを もちなが ら、劇 を楽 しむ ことがで きるよ うになってほ しいと

い う願 いがある。 さらに、消極的な生徒 も、 自分の役割を演 じ、友達 と一緒に楽 しい雰

囲気の なかで活動す ることに よって、集団の中で 自信 を もって意欲的に参加で きるよう

になって ほ しいという願 い もあ る。

なお、指導計画の作成 にあた って、 どの生徒 も内容 をよ り深 く理解で きるように、最

初の1時 間を除 いて、後の8時 問を同 じ流れで繰 り返 し行 うように工夫 した。

(4)生 徒の様子(3名 を抽 出 した)

B}る ことがで きる。騒が しい場面が 苫手で一人でい ることが多 い。特定の教師や友

;(女)1と は・自分か らかかわろうとする壁 ち1

国灘 灘 購　:1島響1辮 酬副
意味のあ る話 し言葉は無 いが、 自分の要求を伝えよ うとす る気持 ちは強 い。大まか

な劇の流れを理解 し、雰囲気を楽 しむ ことがで きる。友達の動 きをよ く見ていて、

(女)集 団 に合わせて動 くことがで きる, 一
(5)学 習指導計画(全9時 間 本時7/9)

①1時 間 教師の演 じる劇 を見て、金のが ちょうの内容を知る。

歌の練習をす る。

②2時 間 劇の流れの中で教師 と一緒 に動 きを練習す る。

歌の台詞の練 習をす る。

③4時 間 配役を替えて劇 を楽 しむ。

歌や台詞の練 習をす る。

④1時 間 発表会をす る。(ビ デオ撮 影)

⑤1時 間 ビデオ鑑賞をす る。

(6)本 時の 目標

・友達の後にっいて歩いた り、友達の名171を呼んだ りして、かかわ りを深めなが ら、

劇を楽 しんで行 う。

・自分の役割を理解 し、劇 に参加す る。(劇 の流れを理解す る。)
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(7)生 徒の 目標

A(男) B(女) C(女)

・劇の流れを理解 し、 自分

のせ りふ を覚えて言 う。
・友達の名前を呼ぶ。

・登場 人物を理解 し答える。
・集団の中に入 り、友達 と
一緒に劇 に参加す る。

・大 まかな劇の流れを理解 し

友達 と一緒 に劇 を楽 しむ。
・声を出 して、友達 を呼ぶ。

(8)本 時の展開(次 ペー ジ参照)

生徒3人 を抽 出 し、生徒 ごとに、教師の援助を記入 した。

(9)評 価

《本時の評価》

・生徒の個別 目標 に基づいて評価す る。

《単 元全体の評 価》

・劇 を楽 しむ ことがで きたか。

・友達 とのかかわ りを深め ることがで きたか。

qO)本 授業を展開す る上 での教師の援助 とその評価

① 集団の活動への援助

劇を楽 しい ものにす るため に、生徒 に分か りやすい リズ ミカルな音楽や衣装、小道

具な どが用意 されていて、生徒が興味を もって意欲 的に取 り組め るよ うな工夫が され

て いた。生徒が学習内容 の見通 しを もて るよ うに、授業の中で同 じ場面を繰 り返 した

り、配役を代 えるなど しなが ら8時 間の授業を同 じ内容で行 うなど、指導計画 に配慮

が み られた。 また、授業の中で、せ りふ練習、歌唱、劇 等の短時 間の活動の 見通 しも

大 切に していた。

② 個 々の主体的な活動の援助

言葉だ けで は理解で きない生徒 に対 して は、絵 カー ドや紙芝居を用意 し、学 習の内

容や物語を よ り深 く理解で きるよ うに配慮を していた。授業内容全体の 見通 しが もて

ない生徒 に対 しては、せ りふ練 習、 ・人で歌を歌 う、劇をす るな ど、それぞれの活動

の見通 しが もて るよ う工夫 されていた。教師 は、生徒の力が十分に発揮で きるよ うな

言葉かけを し、一人…人 に合わせた援助を大切 に して いた。時問配分の問題 もあ るが、

個 々への課題(せ りふ を言 うな ど)に もう少 し時間をさき、生徒の練習がi分 で きる

よ うに してあれば さ らによか った と考え られる。

⑧ 生徒同士 のかかわ りを促す援助

村人の名前を呼ぶ ことによ って友達が意識で きるようにな ってお り、一緒 に活動す

る楽 しさを味わ うことがで きていた。 歌を聞いている児 童 も手拍 子がで きるよ うに、

教師が率先 して手拍 子を し、雰囲気を盛 り上 げていた。が ち ょうにさわ って くっつ く

時や歌を歌いなが らまわ る時に教師 も一一緒 に参加 し、生徒の気持 ちが劇に向 くよ うに

していた。

このよ うにTTの 役割 と生徒の具体的な動 きを一一っ 一っ確認す ることで、生徒 一人

一人に対す る援助の仕方を変えていた。劇遊びを繰 り返 し行 うことを通 して、友達 と

のかかわ りを増や して いけるよ うに一L夫されて いた。
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IVま と め と 今 後 の 課 題

本分科会では昨年度の同分科会での 「児童 ・生徒の集団 とのかかわ り」 「集団の中での教

師の援助の在 り方」を踏 まえつっ、 「指導の計画」 「指導の展 開」 「指導 の評価」 とい う一

連の指導の流れの中で、特 に 「指導 の展開」を中心 に、児童 ・生徒の活動 に注 目 して主題 に

迫 った。

実際の授業をKJ法 によ り分析す ることによって、学習の活動の中には 「集団で行 う学習

活動」 「個 々の学習活動」が あること、又それぞれの活動に対応す る 「教師の活動 ・援助」

が あることが浮かび上が った。

第 二段 階の授業分析によ り 「集団での学 習活動」 「個々の学習活動」の他 に、この2っ の

活動の どち らに も分類で きない活動 、すなわち 「生徒同士がかか わる活動 」の存在があるこ

とに気が付 いた。 この分析 に基づいて作成 した ものが 「授業 における児童 ・生徒 ・教師の活

動及び援助」の構造図(図2)で あ る。構造図の項 目を 一般化す ることによって、研究主題

である 「集団の中で主体的な活動を引 き出す授業の工夫」のたあの 「観点」(図3・ 図4)

を得 ることがで きた。小学校心身障害学級 と養護学校 中学部の授業事例 は、この 「観点」を

検証す るために行われ た もので ある。

1ま と め

(1)学 習の活動の中には 「集団での活動 」 「個 々の活動」 と 「生徒同士がかかわ る活動」

があ り、主体的な活動を引 き出すためには、それぞれの活動 に対す る適切 な教師の援助

が必 要 とされ る。 それが、集 団に対 しては個 を意識 した援助、個 に対 しては集団を意識

して集団に向か うよ うにす る援助であ る。又 「生徒 同士がかか わる活動」は個 に対 し集

団への参11[1を促 した り、個の力を伸長 し個の活動を促す ことに もなる。集団の活動 と個

別の活動をっな ぐための援助は、教師の活動の1っ として重要な ものであ る。

(2)「 授業 における児童 ・生徒 ・教 師の活動 及び援助」の構造図(図2)に 基づいて行 っ

た授 業の分析により 「集団の中で主体的 な活動 を引き出す授業」を 目指すための指導案

作成 にお ける 「児 童 ・生徒の活動の観点」(図3)「 教師の活動 ・援助の観点」(図4)

を得 ることがで きた。今後 は、実際の授業を計画す るときに活用で きる。

2今 後の課題

(1)集 団の 中で主体的 な活動を引 き出す授 業のための 「観点」は、本研究員が行 った授業

を基に して作成 した ものなので、全ての授 業に使える ものではない。 したが って、 さら

に多様 な授業の分析 を重ね新 たな観点を付 け加えなが ら、一般化す る必要が ある。

(2)教 師の活動 ・援助で は、 「個への援助」が多 く見 られる。個への援助の充実が集団の

活動の充実を生む ことを考え ると、より児童 ・生徒の実態や発達段階 に合わせた援助の

検討が必 要 とされ る。

(3)「 教師が どの ようなテーマを設定 し、 どのよ うな環境 や流れを作 った ら、よ り集団が

生 きるのか。」 と言 ったことを考 えなが ら、 「児童 ・生徒が主体的 に活動 で きるような

集団 とは何か。」 とい った集団の質の在 り方につ いて も、今後の検討が必要である。

(4)「 集団での学習活動J「 個 々の学習活動」が一卜分に行われ るためには、TTが 重要な

役割 を果たす。TTの 在 り方、その活動 ・援助のT決 につ いて も今後の課題と しで

さらに検討を続 ける必要があ る。

!・



一人一人の児童 ・生徒の課題 に応 じた授業の改善

個別指導計画に基づく指導案の工夫

研究の概要

養護 ・訓練分科会で は、各砺究員の学校での養護 ・訓練 の実際や現状 と課題 にっいて協

議 し研究主題 を簡 易KJ法 を用い決定 した。 そ して、 各研究員が養護 ・訓練 の個別指導計

画を検討 し授 業に活用す ることで、個別指導計画が授業の改善 にどう活か され たかを研究

す ることに した。

は じめに、子ど もの実態を把握す るため に養護 ・訓練 の五っの柱 と保護者 の要望 ・子 ど

もの将 来像を加えて実態表 に整理 した。次 に実態表を もとに今までの短期 と長期の指導 目

標のある様式の個別指導計画 に再編成 した。 そ して、指導案を検 討 し、評価の項 目を組み

込んだ個別の学習指導案を作成 して授 業研二究を行い、今 までの授業 との違いを研 究 した。

その結果、個別の学習指導案 に評価の項 目を組み込む ことによって、対象児の変化が具体

的 に分か るよ うにな りさらに他 の子 どもに も、きめ細かな指導が行 き届 くようにな った こ

とが実証 され た。

1主 題 設 定 の 理 由

1各 学校の現状

各研究員の学 校での養護 ・訓練の指導の現状 は、肢体不 自由養護学校では特設 した時間

の指導が一般的で ある。 しか し、多 くの知的発達障害養護学校で は、養護 ・訓練の時間を

設定 して いないのが現状 であ った。 また、 平成8年 度心身障害教 育教 育開発指導 資料集

「個別指導計画Q&A」 の活用 は、教師一一人一人に任せ られている学校が多い。個別指導

計画に対す る関心 は、 ここ2～3年 の悶 に高 まって きているが、児童 ・生徒の指導 の実際

場面で は、 ほとん ど実施 されていないのが現状であ る。

2主 題設定 までの経過

次に、各研究員の過去の研究や今後の研究希望を持ち寄 り、簡易KJ法 を用 いて主題 を

整理 した。 そ して、 「将 来象を見通 した指導」 と 「個別指導計画の作成 と指導の実際」が 、

多 くの研究員か ら主題 と して 出された。

3設 定理 由

こう した現状を踏 まえ、本分科会では、次の2点 を中心に研究を進めてい くことを確認

し主題を設定 した。

① 養護 ・訓練の個別指導 計画 を再編成 し、授 業に活用 してい くこと。

② 個別指導計画の作成 に際 しての配慮事項や評価の方法 について、授業を通 して研究を

進めて い くこと。

具体的 には、児童 ・生徒の実態把 握 とそれに基づ く個別指導計画か ら、指導 内容の選定、

指導案の作成 と指導 の実際、評価 までの 手順を検討 し、個別指導計画を授業に どう反映 さ

せてい くかを指導案の工夫を通 して考察す ることと した。
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II研 究 方 法

図1

実態表、

指導目標

の見直し

指導案の

検討

個別の学習

指導案の改

善、授業研

究による研

究

養護 ・訓練

の5つ の柱

と個別指導

計画の検討

個別の

学習指導

案の検討

評価項目

の内容の

検討

3, 3 3

1基 礎研究と資料の収集

研究の方向を明確にす るために、養護 ・訓練の五っの柱 と個別指導計画 につ いての基礎

研究を行 った。 また、現在各校で使用 されている実態表や個別指導計画を持 ち寄 り、養護

・訓練の五っの柱 と関連 させなが ら見直 しを行 った。

2指 導案の工夫

(1)個 別の学習指導案

個別指導計画を実際の授業場面での指導 に生かすために、個別の学習指導案を作成 し

た。

(2)評 価の項 目

個別の学習指導案を充実 させ、よ り個 に応 じた指導を行 うための手 だて と して、評価

の項 目を設定 した。

(3)評 価 の内容の検討

個別 の学習指導案 に評価の項 目を加 える とともに、各項 目の内容の検討を行 った。

3授 業研究 による研究

知的発達障害養護学校 と肢体 不自由養 護学校か らそれぞれ1校 ずっ代表的 な事例を選 び

出 し、個別の学習指導案を作成 し、授業研究を行 った。 その授業をVTR等 による記録を

もとに、個別の指導 案を再検討 しなが ら再度授業研 究を行い、研究を深めた。

皿 研 究 内 容

1基 礎研究 と資料の収集

(D養 護 ・訓練 と個別指導計画 との関連

現在、各校で作成 されている個別指導計画 は各校独 自の様式で あ り、児童 ・生徒の実

態が様々であればあるほど多岐にわた っているのが現状である。

本分科会で は、研究 員の所 属す る各校で使用 されている個別指導計画を持 ち寄 り検討

した。

その結果、養護 ・訓練の五っの柱 と直接関連付 けなが ら作 られている個別指導計画は

少 な く、知的発達障害養護学 校では養護 ・訓練の時間の設定 も行 われていない ところが

多いのが現状であ った。

そのため、養護 ・訓練を 主とす る個別指導計画を再編成す る際に、日常 の授業実践 と
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養護 ・訓練の内容が直接関連付いた指導にな りに くく、 「時間の指導 」 と 「関す る指導」

の系統 立てた指導等につ いて も課題 を残 してい る。

しか し、 それぞれの個別指導計画を詳 しく分析す ることで、養護 ・訓 練 の五っの柱の

各項 目は、基本的な視点 として必ず個別指導計画の中に位置付 け られてい ることが分

か った。

そ こで、本分科会では、それぞれが持 ち寄 った各校の児童 ・生徒の実態表や個別指導

計画 と養護 ・訓練の五つの柱 との関連を整理 しなが ら再編成を進めることに した。

図2

学部の教育目標i

「熱 晟「
昨年度指導要録

叢 轍 査、等L
養護 ・訓練五っ の柱

・身体の健康

・心理的適応

・環境の認知

・運動 ・動作

・意思の伝達

② 個別指導計画の再編成

① 実態表の検討

実態 表の検討で は、各項 目の中に養護 ・訓練の 五っの柱を関連付 けることが大切で

あ ると考えたが、既存の実態表の形式 を有効 に活用す ることと、児童 ・生徒の全体像

を実態表か ら読み とることを優先す るため、様式 は各校 の ものを活用 し、記入の際に

養護 ・訓練の五っの柱に対応 させなが ら記述す ることに した。検討 した ことは下記の

点であ る。

・保護者の要望 にこえたえ るため、実態表の項 目に 「保護者の願い」の項 目を設定 し

た。

・卒業後の姿 を具体的にあげ、そこに向か うため にどのよ うな指導が必要 なのかを明

らかにす るために 「将来像」の項 目を設定 した。

② 個別の指導 目標の検討

個別の指導 目標 については、

・短期及び長 期的 な展望か ら児童 ・生徒の全体像 に迫 る目標 を設定す るaそ の際、短

期(学 期 もしくは単元)、 長期(年 度)の2っ の視点で設定す る。

・養護 ・訓練 の五つの枕 に対応させ るには、五っの柱 に対応する目標を設定す る。

・個別の指導 目標に対応す る指導 内容を記述 す る。

等を検討 した。
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ここで、養護 ・訓練 の五つの柱 と直接関連 した 目標を設定す ることで、単元計画や指導

内容に養護 ・訓練の内容 を直接反映 させ ることが可能 となる。

2指 導案の工 夫

(1)個 別の学習指導案

個別の指導計画を 日常の授業実践の中に生か してい くためには、単元計画や指導内容

の中に個別の課題を はっきりさせてい きなが ら計画を立てなければな らない。 その際、

養護i・訓練の五っの柱を どのよ うな形で授業の中に設定 してい くかが大切 にな る。

そこで、障害や発達段階 も異なる児童 ・生徒の実態 に応 じた指導を行 うためには、個

別の学習指導案が必要 にな ると考えた。 ここにその項立てを挙げる。

図4[個 別の学習指導案]

時間 学習内容 全体のね らい 個別のね らい 教師の

はた らきか け

予想される活動 評価

X1 X1 L X3

※1項 目に 「全体のね らい」 「個別 のね らい」を設定 し集団での授 業の流れの中で、

対象児童 ・生徒が どの位置 にい るのか分か りやす いよ うに し、指導のね らいをっか

みやすいよ うに した。

※2「 予想 され る活動 」の項 目は、ね らいに対 して授業の中で具体的な達成度を表 し

た。具体 的な達成度 を記述す ることによって、個 に応 じた指導内容を精選する こと

ができると考えたか らである。

※3「 評価」の項 目は、で きるだけ対象生徒の具体的な到達点を記述するように した。

(2)評 価の項 目

養護 ・訓練が 基本的に個に応 じた指導のため、 ここで はその内容をよ り明確に した指

導を行 う手だて として評価の項 目を設定 した。

評価の項 目を設定 した ことで、次の点が可能にな ると考え られる。

・児童 ・生徒 の指導 目標(ね らい)の 検証がで きる。

・児童 ・生徒 の変容がよ く分か る
。
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IV授 業 研 究

1肢 体不自由養護学校の事例

(1)実 態 表

実 態 表 1990年 ○ 月○ 日現在 記入者 …

Aさ ん 女子

障害名…知的発達障害
高3

発作eガ クッとな る眼球 上転発作(小 発作)有 り←抗 けいれん剤(1日3回)服 用

大 きい音や不意 の事で発作が誘発され る傾向があ る。

体温e発 汗が少ないので、衣類 による体温調節が必要。

睡眠e昼 夜逆転傾 向にあ るが、歩行を一一定量行 った 日は良眠。

排泄e定 時排泄(時 間誘導 ・1時 間30分 間隔)

毎朝、登校前に排便 を習慣 化← 自然排便

食事e普 通食(一 口大)全 介助← スプー ン ・フォー ク練習中

[視 覚e斜 視が少 しある。
注視行動を とる ことが課題であ る。

正確 な視力測定 は不可能であ るが、 まわ りの様子をよ く見て いる。

聴覚e音 に敏感であ り、音楽が大好 きで(視 覚よ りも)聴 覚優位で ある。

音 ・音楽を識別 し、音源定位がで きる。(好 きな楽器に手をのばす)

触覚=触 覚防衛はない。

触刺激を口唇刺激 として確かめよ うとす る傾向にあ る。

臭覚=外 出の際に香水 をつ けた り家庭でお香を きいた りとい う環境 にあ り、

香 りを楽 しむ。 食べ物の匂いに敏感であ る。

味覚=和 食好みであ り、美味 しい物 はよ く分か る。

運動e介 助歩行(慣 れ た道 な ら独歩は可能だが、安全管理が必要)座 位保持 可能

片 まひ(右 側拘縮)で あり、 リラ クゼー シ ョンが不可欠。

膝立 ちやず りば いでの移動 可能。

興味のあ る物 には 自分か ら手をのばす ことがで きる。

人 と=人 見知 りを し、慣れ ない人か らは遠 ざか る。

慣れて くると、 いたず らを仕掛けた り、 自己主張が多 くなる。

物 と一光 る物や細長 く握 りやすい物 ・音ので るもの(特 に楽器)に は手をのばす。

平手で物 をバ ンバ ン叩いて遊ぶのが好 き。

・語 りかけ に対 して は、表情や態度 で応え る。
・分か る言葉は、自分 の名前や 「立 って」 「座 って」な ど簡単 な指示理解な ど。
・楽 しい時、要求す る時等 に発声 した り、大笑いをす る。

・毎 日の歩行訓練の成果で、独歩のカ も伸びて きた。(30分 は歩行可能)
・さまざまなかかわ りによ り、違 った環境 にも適応で きるよ うにな って きた。

(進路実習では、実 習先でマ イペー スで元気に過 ごせた。)
・簡単 な単語による指示理解がで きて きた。
・自発的 な行動が増えつつあ る。(自 己主張の場 も増えて きた。)
・人だけで な く

、物 に も興味を示すよ うになって きたa

注意 ・歩行の際 に転倒 注意(発 作が起 こる場 合 もあ るので要注意)

事項 ・股関節が はずれやす くなるので リラクゼーシ ョンを怠 らない。

保護者 ・誰 とで も行動を共 にで きる様にな って欲 しい。
の ・歩行力を維持 し、の ば して欲 しい。

ねが い ・自分の要求を表現で きる様 にな って欲 しい。

・進路先で、好 きな活動 を見付けて、楽 しく元気に過 ごす。

一53一



(2)個 別 指 導 計 画

個 別 指 導 計 画(Aさ ん)

長 ・人見知 りをせず、誰 とで も行動を共にす ることができる。

目 期 ・自分か らの発声や動 きで、要求を伝え る。

短 ・担当以外の教師 と も、行動を共 にす ることがで きる。

標 ・好 きな事を多 く体験する中で、た くさん声をだす。

期 ・音の出 るもの に、 自分か ら手をのばす。

指 導 目 標 指 導 場 面 と 指 導 内 容

身 ・定時排泄をよ り確かな もの にす る。 ・排 泄指導

体 オムツはず しに取 り組む。

の ・コ ップを持 って 飲 め る様 に な る。 ・給食指導

目 健 ・生 活 リズ ム を整 え る。 ・個別指導(歩 行)

標 康 (昼夜逆転 しない。) 歩行 にて適度 な運動をす る。

を 心 ・誰 とで も食 べ られ る よ うに な る。 ・給食指導

達 理 ・音以外の刺激に も興味を もつ。 ・ 「香 り」 の 授業

成 的 香 り(嗅 覚),視 覚刺激 など ・ 「み る ・き く 」 の 授 業

す 適 ・調理の授業

る 応 材料や調理での匂いや感触を味わ う。

た 環 ・進路現場実習や修学旅行などの新 し ・進路現場実習

め 境 い環境 に慣れて生活す る。 ・修学旅行 ・事前学 習

の の ・物 を見 る楽 しさを見付 ける。 ・ 「み る ・き く」の 授 業 ・個 別 指 導

指 認 ・物 の匂いを嗅いだ り、物に触 る楽 し ・ 「香 り」 の授 業(お もち ゃ遊 び)

導 知 みを体験す る。 ・ 「つ くる ・素 材 」の 授 業

内 運 ・体 力 をっ け、 歩 行 力 をの ば す。 ・養 護 ・訓練

容 動 ・バラ ンス感覚を養い段差に強 くなる。 ・個別 指 導(歩 行 ・ス トレ ッチ)

● ・膝立 ちなどの動 きを活発にする。

動 ・リラ クゼ ー シ ョンに よ る拘縮 の予 防 。

作 ・スプ ー ンや フ ォー クの練 習 をす る。 ・給 食指導

意 ・快 ・不 快 を声 で 表 現す る。 ・朝の会で先生 とのや りとりを行 う。

思 ・呼名 に対 して握手や発声で応える。 ・音楽の授業

の 簡単な言葉 によ る指示理解がで きる。 ・個別 指 導(コ ミュニ ケ ー シ ョン)

伝 ・自発的に気持 ちを伝 え られ る様 にな ・日常生活の指導で声か けを多 くする。

達 る 。

○印は本時の授業と関連のある項目
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(3)偲 別の学習指導案の検討

「…嗣 醸 ・謙 個別の学習指導案(Aさ ん)
「温 泉へ 行 こ う」

時 閤

li:oo

内 容 ね らい

津の湯 入浴剤の香

感 じる 味 わ い快 ・

を表現する

教師の支援 ・予想 される活動

鼻の近 くに入浴 入浴剤を嗅 いで 「あ

味わい快 ・不肉 剤を近付けたり1れ ・」という表情を

歌の楽 しい雰囲

気とお湯の快さ

1遠 ざけた りしてiす る。

[ア プローチす る。i

手元がよ く見え1お 湯 に手を入れパ シ

の期待感 を育て!

る。

るようバ ケツの

を感 じ・次回へ 陣 置を配慮す るofを 叩 く・

評価

快 ・不快 を

表現で きた

か。

自分か ら手

;ヤパ シャと平手で水 隊 ρばした

睡]① 軸 としての活蜘 ね らいと、伽 ねらいがあいまいであり分かりにく・、。

② 個別指導計画のね らいと対応が不f分 である。

③ ね らいや評価の文章表現が漠然としている。

匪 塞]個 別の学習#3案(Aさ ん)1品 泉へ行 こう(10・45-11・3・)

指導 目標 ・嗅覚刺激を重視 した題材の快い刺激で、表情 の表出を促す。

・楽 しい活動 を通 して 「もっとや りたい」など、自己表現す るカを育て る。

・指導の継続によ り見通 しを もたせ、次の活動へ期待感を もたせ る。

時 間 学習内容 全体のね らい1本 生徒のね らい 糊 蝋 、け 陣 され獺;評 価の観点

11:00 ミニプール観 る。 ミニプール観 る。 ミニブールを滅 する。

繍1鵠 翻 ミ　蹴
温浴す る。お瀞 あたたかさ紛 かる。 鳩の馳 よさが分かり、自分 手元がよく見えるよう お湯に手を入れ、1自分からお湯に手を入

からお湯に手を入れる。 ポジションづくりをす 水面をパシャパシ 批 か。

る。 ヤ叩く。

歌胎 わせて温浴 楽い綱 気で温浴を続け 笑顔や発声、跳ねる事や膝立ち 手拍孔より棄しい雰 ピョンピ3ンはね ピョンピョンはねたり

を続ける。 る事により快を表出する。 で快を表現する。 囲気を盛肚げる。 膝立ち1こなる。 揃 ちになったか。

1 1 1

改善点 ① 集団 と しての活動 の、全体のね らいの項 目を設定 した。

② 学級担任が行 う養 護 ・訓練の授業であることを踏 まえ、個別指導計画 と短

期 目標 、長期 目標 を対応 させ た。

③ で きるだ け具体的な表現になるよう、目標やね らいの文 章を検討 した。

重度の障害のある生徒 は、教師のはた らきか けによ って、なん らかの反応を示 す ことが

多 いので、 「教師の はた らきかけ」一 「予想 され る活動」の順 に指導案を作成 した。

(4)評 価の 内容の検討

改 善醜」 学 習 内容rへ 、1津の ー」9'を感 じる』

一55一



学習活動 … 入浴剤を嗅 ぐ。

バケツに入浴剤入 りの適温のお湯を入れ、歌 「いい湯だな」に合

わせ て順番 に温浴す る。

ね らい ・入浴剤の香 りを味わい、快 ・不快を表現す る。

・歌の楽 しい雰囲気 とお湯の快 さを感 じ次回への期待感を もたせる。

評価の内容 ① 快 ・不快を表現で きたか。

② 自分か ら手をのば したか。

函
・評価の内容① について

r快 ・不快 を表現で きたか』については、活動 を通 してAさ んが ピョンピョンはねた り

膝立ちにな った りして、嬉 しさを表現 したので○であ ったと評価す る ことがで きる。

しか し、 これ らの評 価を してい く中で、活動の中の どの刺激に対 してAさ ん は快 さを

感 じたのか とい う疑問点が 出された。そ して、入浴剤の香 りを感 じなが ら、歌に合わせ

て温浴をす るとい う学習内容の構成が、嗅覚 ・聴覚 ・触覚に複合的に作用 し、刺激の整

理が不十分な活動であ ると気付 いた。重度の心身障害児 には、な るべ く刺激を単一化 し、

整理 して指導 してい くことが重要で ある。

そこで、評価の内容①を検討 した結果、刺激の単一化を はか り、学習内容や活動のね

らい も整理す ることがで きた。

・評価の内容② について

「自分か ら手をのば したか』に対 して は、Aさ ん は先生 に手を持 たれて温泉に手を入

れ たので ×であった とい うことにな った。

しか し、評価す ることによって、補助の教師が十分にAさ んの動 きを待たず に手を と

って温泉へ と導 いていた ことが分か った。 この評価の内容 を設定 した ことによ り、教師

が 生徒の反応や自発的な動 きを じっくりと待てていない、とい う課題 も見えて きた。そ

してそれ は、補助の教師に対 して 「もっと待 って欲 しい』と思 う、授業者の思いと重複

す る視点であ った。

評価の内容の検討 と、その評価をす ることによ り、次の2点 が分か った。

① 学 習内容や活動そ してそのね らいの見 直 しと授業の改善に役立っ こと

② 重度の障害の生徒に対す る指導の在 り方とテ ィームテ ィーチ ングの円滑化に役 立っ

こと

(5)評 価表の作成

より効果的な評価を行 うために、補助の教 師や授業参観者が行 う評価 表の作成を試み

た。

試行錯誤 した結果、○ ×形式で回答で きること、時間や全体の学 習活動の流れ(学 習

内容)と 対応 して評 価の内容を記す こと等を工夫 し、次のような評価表 を作成 した。

この評価表を用 いて、実際 に全体指導をす る補助 の教師1名 、研究員3名 、参観者3名

によ り評価 し記入 した ところ、次のよ うな結果が得 られた。
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評 価 表

寺B

10

10

11

11

間 学 習 内 容 評 価 の 観 点

i

藷曝
45

55

00

15

・キーt一ド に合 わ せ て歌 う。

・入 浴剤 の 香 りを 味 わ う。

・ミニ プ ール を 見 る。

・温 浴す る。

・歌 に合 わ せ て 温 浴 を続 け る。

・大布 の風 を 感 じる。

・楽しさの中でピ3ンピ3ンはねたか
。

① 自分から手をのばし先生と手をっなcだか。

07

02×5

07

07

06x1

2×5

x7

4x3

07

・入浴剤の香 りで表情が変化 したか。i

・笑 いや声がでたか。

・ミニプールを注視 したか
。

② ミニ プールへ近づ いたか。
一

③ 自分か らお湯へ手を入れたか。
}

・ピョンピョンはねたり膝立ちになったりしたか
。

・風 を 感 じ ピ ョ ン ピ ョ ン は ね た か
。

・終 りの歌 を 歌 う。

・あ い さっ を す る。

④ 終 りを感 じ、下を向いたか。 2x5

11:30

評価表よ り、明 らか に○ また は×で評価で きた内容、評爾が分かれた内容があ る。

分析す ると次の3っ の場合があ ることが分か った。

・○であ った内容に関 して はそのね らいが適切であ った。

・○ または ×であ った内容 は、ね らい として は適切で も今後 も継続 して指導する必要があ

る場合 と、ね らいの設定や文章表現が あいまいであ ったため評価が分かれた こと等が考

え られ る。

・×であ った項 目か らは、ね らいが不適 切であ った事が分か る。

次 に、評価の内容①②③④ につ いては次の ような反 省点が出 され た。

・① と③か らは補助の教師が配慮 したに もかかわ らず 、まだ十分 にAさ んの 自発的 な動 き

を待てていなか った。

・②か らは課題(ね らい)が 高 く適切でなか った。

・④か ら実態把握やね らいの あいまい さが あ った。

この評価を受けて、更に実態 表 ・個別指導計画 ・個別の学習指導 案を見直 し、次の授業

の改 善を行 った。

なお、評懸表の問題点 と して は、○ ×式の 二者択一では評価が難 しい とい う点が挙げ ら

れ た。 そ して、○△ ×の3段 階 または5段 階で はどうか という意 見が 出された。評価の指

標 にっ いては、 まだまだ検討の余地があ り、工夫の必要性があ るので、 今後の課題であ る。

(6)授 業の改善

評価の項 目の内容を検討す る ことでよ り明 らか にな った点を考慮 して、刺激の単…化を

中心 とす る指導の改 善と、教材の 工夫を次のよ うに行 った0
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① 入浴剤の香 りを味わ う時間をた っぷ りととった。

入浴剤を入れ る入れ物を、色がよ く見え るように工夫 した。

袋→皿

園 一 ㊧

② 温浴用のバケ ツを露天風 呂の雰囲気がで るように工夫 した。

バ ケツ→ ミニプール

/.ニ ー二 η

→

改善前 は、バケ ツだ ったので一人ずっ順番で行 ったが、 ミニ プールにな って一斉に入

れるようにな り、仲間 と向き合いなが ら、楽 しく温浴 してい る露天風呂の雰囲気が工夫

で きた。 この結果、一 人一人が温浴す る活動 時間 も増えた。

③ 温浴のみの時間 と、歌に合わせて温浴す る時間を分 けた。

(7)生 徒の変容

実態表か らも分か るよ うに、Aさ んの感覚 は聴覚優位で ある。 どの よ うな活動 もおおむ

ね楽 しめ る生徒 なのだが 、そのほ とん どが音 ・音楽 に対 して喜んで いるとい う状態である。

今回の授業で も、温浴 しなが ら、同時 に鳴 り響 いて いる歌 によって快の表現を して いた。

しか し、個別の授業指導案を見直 したり、教材の工夫を行 う中で、嗅覚への単一の刺激

で も触覚へ の刺激で も、快 の表情や喜 びの表 出が積極的に見 られることが分か った。刺激

の整理を行 った ことによ り、感覚へ の指導が 明確にな り、Aさ んの反応 も活発になった と

考 え られ る。

また、Aさ んの個別 の学 習指導案 を中心に、授業全体 の見直 しを したのだが、運動機能

障害が重度 なBさ んの反 応や、その他の生徒 の反応 もとて もよ くな った。Bさ ん は自発的

に動 くことが大変難 しく、また緊張 も強いので、どの活動 において も受 け身にな りがちで

あ ったり、辛 そ うな表情 を見せ ること も多か った。 しか し、今回の指導の改善 と教材の工

夫 により、本 当に心地 好 さそ うな表情が多 くな った。入浴剤の香 りによ り、笑顔が出た り、

腕が動いた りした。お湯 の中に手足を入れ ると、笑顔や発声、そ して手がよ く動 き、全身

の リラ ックスがで きた。

一人の対 象生徒 に目を向け
、ていね いに授 業や指導の在 り方を見直 した結果、他の生徒

集団 も変わ ったのであ る。 この事実 よ り、今回 は対象生徒一名で作成 した個別の学習指導

案 だが、全員分作成す れば、 もっと授業が改善 され、生徒の反応 も更 によ くなるであろ う

と意見が出され た。テ ィームテ ィーチ ングを行 って いる教師側 に個別指導計画に基づ く指

導 に対す る意欲が伝わ って きた こと も成果で あ った。
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2知 的発達障害養護学校の事例

ここで は、肢体不 自由養護学校の事例①の課題を受 け、評価表の改 善を中心 に検討 した。

(1)対 象生徒の実態表 と個別指導計画

実 態 表一氏 名 男17歳 高等部2年
障 害 障害名:知 的発達障害

療育手帳:2度

一「

健康状態 ・

生活面

・野顯 が好 きでそれを先 に食べたカ・るが・好 きな ものを とっておいて嫌し刺

・着替えは、服 の印をあまり見ないです ることが多 く間違 えが 多い。裏返 しに

なった場合 は、声 かけによる援助が必要。

ものか ら食べ させ ると嫌 いな もの も食べ る。
・一年生の時 は、大便のお もらしが多か った。最近 は大便が した くなると教 員

の手を引いて トイ レへ連れて い く。

鼠 との関わ ・自分 の 予定 と違 った こ と

L一
・指示待の傾向があ る。

・給食の時間になるとエプ

(麺類)が 出 るときは朝か
・移動教室に行 った時な ど

・車 の ウ イ ンカ ーの 点 滅が

認識 ・学 力 ・電 車を利用 しての外出で

確実 に分か っている。
「

ー
ー

。絵 カ ー ドや 画 面 な ど は、

は な い。

・自分の予定 と違 った ことが起 こるとパニ ックをお こす蜜
・給 食 の 時 間 に な る とエ プ ロ ンを 持 って食 堂 に走 って い く。 好 きな メ ニ ュー

・移動教室に行 った時な ど部屋の位置関係はす ぐに分か る。

・車のウインカーの点滅が 好 き(特 にハザー ドとバ ックラ ンプ)

・電 車を利用 しての外出では、 自分の降 りる駅や乗 り換 え るホームの場所 など

・絵 カ ー ドや 画 面 な と は、 見 て マ ッチ ングで きるが 気持 ちにむ らが あ り確実 で ト

・簡 単 な言 葉 で 自分 の や って 欲 しい ことrし あ わせ(365歩 の マ ー チを 歌 って と1

ねだる)・ ぴぴ(騨 に乗る)・ がが 劇 交へ行 く)』 を表すことがで きi

る。1
.長 距縦 では約1。分間は集団の動きに合わせ走ることができる.そ れ以爾

運動 ・動作 促 されないと走 ることをやめて しま う。
・身体を伸展 させ る運動 は好 まない。

i

コ ミュニケ ・簡単な 言葉で 自分のや って欲 しい こと(し あわせ、ぴぴ 、がが)を 表す ことi
一 ソ ヨノ がで きる。[

・指 さ しや、哺語での表現が多 く周囲が要求 に対 し考 えない と分か りに くい。

将来像

・通所訓練 施設 に通所 しなが ら軽作業や クレーシ ョンを楽 しむ。

・対人関係は良好のため、指導 員に可愛が られ なが ら過 ごす。

・余暇利用は家族 とともに買い物や旅行を楽 しむ。

・想定 され る進路先 はB型 セ ンター(通 所訓練 施設)

・身辺 自立を確実 に して欲 しい。

保護 者の ・色 々な経験を させて欲 しい。

要望 ド難 鰹 繍1務 甑'.
一}一

コ一

余暇利用

,」

、

隙 騨 主催のクラブに参加(㈱ 灘 ・酬 嚇 に参加し1
・電 車や車に乗 って買い物 に出る,

一

59



(2)個 別指導計画

個別指導計画(Kさ ん)

目

標

長

期

・興味関心のある物を増やす。
・身辺 自立を確実 にす る。

・依存心を減 らし、 自 ら進んで物事に取 り組めるよ うにな る。

・自分の意思や要求を適切 に伝 え られるようになる。

短

期

・様 々な体 験 を通 しよ く見 る力 を養 う。
・イエ ス、 ノー の意 思 表 示 が で きる よ うに な る。

目

標

を

達

成

す

る

た

め

の

指

導

内

容

指 導 目 標 指 導 場 面 と 指 導 内 容

身
体
の

健
康

・自力での排泄習慣(大 便)を 確立す る

(確実になって きている)。
・衣服の着脱、衣服 の片付 けが確実 にで

きるようになる。
・好 き嫌い無 くなん で も食べ られ るよう

になる。
・箸を使 って一人で食事がで きるよ うに

な る。

・排泄指導

休 み時間 に水分を とる。
・終わ りの意識付け(授 業)

・マナー も含 あた食事指導

心

理

的

適
応

・自分の思い と違 う場 合で もそれを受 け

入れ られ るよ うにな る。
・興味 ・関心や趣味の幅を広 げ、 より豊

かな生活へ結 び付け る。

・一 日の流 れ、授業の終わ りを意識させ

る。(ホ ームルーム、各授業)
・様 々な活動 に参加 し、その中で本 人が

何が好 きなのか を担任が把握す る。

(各 授業、行事)

環

境
の

認
知

・好 きなことを増やす。

・生活に密着 した知識を確実 に身 に付 け

る。
・見通 しを もって行動で きるよ うになる

・具体的な作業を通 して集中力を身に付

ける。

・繰 り返 し指導する場面をあ らゆ る活動

の中に設定す る。

・手元をよ く見 る活動。記憶す る、記憶

を再現す る。 とい う短 いサイクルで完

結す る授業を組み立て る。(作 業、調

理、描 く)

運

動
・

動

作

・歩行力、走力を高め る。
・身体の柔軟性 を身 に付け る。

・手指の巧緻性 を高め る。

・手 もとを しっか り見て操作で きるよう

になる。

・持久 走 、 ダ ッシ ュイ ンターバ ル、 筋 力

トレーニ ング、 柔軟 体 操(体 育 、 トレ
ー ニ ング)

・着替 え 、 野 菜 の 下 ご し らえ 、園 芸 、描

く活 動 を 通 して 細か い物 を扱 う機 会 を

多 くもつ 。(生 活単 元学 習 、作 業 、描

くつ くる、 調 理)

意
思
の

伝
達

・言葉や ジェスチ ャーなどの表現手段を

増や し、自分の意思や要求を適切 に伝

え られ るよ うになる。
・豊か な自己表現力を身 に付け る。

・教員の手を引 いて着替 えを手伝 って欲

しい とか、 トイ レに行 きたいなどの表

現がで きるよ うにな ってきたので、要

求の出 しやす い環境 を作 る。
・楽 しい、心地 よい等の体験を させ る。

(音 楽、行事)

(3)個 別の学 習指導案

ア 単 元設定の理由

本単元の調理実習 は、生徒の興味 ・関心を高め る授業内容で あること、実習を通 して

養護 ・訓練 の内容 を取 り入 れやす いことか ら設定 した。

・!



燗 別 学 習 指 導 案(Kさ ん) 基 礎 学 習(調 理)1005～1150

学 習 内 容 活 動 の ね ら い 個 人 の ね ら い 教 師の は た らきかけ 予 想 され る 活 動1評

導 ・身支 度 ・調 理をす る ときの ・出来 る ところ まで ・エ プ ロ ンの 紐 は 結 ・静 かに結ん で もら 1 ・依 頼

服 装に な り気分 を 自分で 準備 す る。 べ ないので 依 頼 さ う 。

入 高 め る。 せて か ら介助 す る。
i

・今 日 作 る ・作 る もの の 絵 カ ー ・提 示 した カ ー ドや ・カ ー ドや 具 体 物 を ・カ ー ドや 具 体 物 を ・声 か
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(4)評 価表の改善

個別の学 習指導案の評価の内容 は、生徒の課題に迫 り、生徒の変容 を把握す る手だて と

して検証 して きた。 ここでの授業研究で は、学 習内容 と評価の内容 をまとめた評価 表を、

テ ィームテ ィーチ ングを行 う際の指導の手だて として活用 し、改善す ること も研究 した。

また、評価の方法を○ ×の2段 階、○△ ×の3段 階、○ 一△ 一×の5段 階に分 けて、評

価の内容 に対応 させ、 どの種類が使 いやすいかを検討 した。 さ らに、評価の内容の検討 も

合わせて行 った。

隊 善訓

No 学 習 内 容 評 価 の 観 点 OorX Oor△or× 0 n X

O
今 日作 る物 につ い

ての話
・声 か け だ け で 見 た か 。 03 03 2 呈

u 机 拭 き ・机 の は しを 意 識 し た か
。 ○ 至×2 nlX2 112

O 調理 器 具の 準 備 ・指示 した物 を運んだか。 03 Os 3

④ 材 料 の 準 備 ・指示 した物 を運んだか。 02x1 01G2 } 2
J タマネギの皮む き ・皮 を 残 さず に む け た か

。 03 Os 3

⑥ キ ノ コ ち ぎ り

・良 く 見 て 細 か く ち ぎ れ

た か 。
03 012 1 2

1

⑦ な す の 皮 む き ・皮 と 身 を 識 別 で き た か
。 Os Dln2 1

`L

…

l
i

l
1

⑧
ホ ッ トプV一 トで

妙 め る 繭 簾 藷護 G3 Os 2 1

O 試 食 ・食 事 を 楽 しめ た か 。 03 G3 3

to 片 付 け :騰鱗 翻
__し 1}

…

r}… 「
一.」 一

一61一



ア.改 善前の評価の内容 について

① 具体物 を例示 した ことで生徒が非常に興味を示 した。全体指示での反応を見 る場 合

には○ ×だけの項 目の方が使いやす い。

② 「意識 した」 ことの基準があいまいであ る。個 のね らいを達成す るための指導の手

だての工夫が必要である。授業研究の時 にはティームテ ィーチ ングの身体介助が入 っ

て しまった。身体介助が入 った場 合は空欄にす るなどの工夫が必要である。

③④ 「指示 した ものを運んだか」 とい う評価 に対 しては、 どのよ うな指示が行われた

かを明確 に しなければな らない。三段階の評価覧を利用 して言葉 による指示であれば

○ の欄 、絵カー ドによ る指示 な らば△の欄、具体物 の指示であれば ×の欄を利用す る

な どの工夫 も必要であ る。

⑤ 作業には意欲的で集中 してで きた。 そこで、っい量的に多 く作 業させて しまった。

評価の内容 自体 は妥 当だが 、個のね らいの部分に 「見通 しを もち作業をす る」 とい っ

た項を設けて、作業の始め と終 わ りを理解 させ るような手だてを工夫 したい。

⑥ キ ノコのちぎり方 には問題 はあ った ものの 「よ く見て細か くちぎれたか」 とい う課

題 は達成されている。今後、次の段階の個 のね らいを考 えたい。

⑦ 「皮 と身を識別 で きたか」 とい う評価は、皮 と身 を識別 しなが らしか もきれいに皮

をむ くとい う課題 が混在 した。Kさ ん は、皮 と身の識別 は出来 る ものの、 きれいに皮

をむ くことは技術的に困難な部分が ある。残 って しまった皮 をむかせ るの に指 さしや

言葉か けなどの指 示が必要であ るので、評価の内容 を分 けるとともに、指示の種類が

どの様な ものであ ったかを評価で きるよう評価覧の工夫が必要 である。

⑧ こぼさないように一定時間 目と手に集中で きたか とい う評価は 「こぼ したか こぼさ

なか ったか」 という要素 と 「持続時間」の二っの要素が混在 した。

⑨ 食事を楽 しめたか とい う評価 は、どの様な行動が観察で きた ら 「楽 しめた」 ことに

す るか といった評価基準が不明確で評価者 によ って結果が違 って しま う。個別指導計

画の予想 される活動 と評価の内容を関連 させて検討す る必要があ る。

團

No 学 習 内 容 評 価 の 観 点
評 価 記 入 覧

備 考
O △ X

0
今 日作 る物につ い

て の話

・声 か け だ け で 見 た か 。

・笑 顔 が 出 た か 。

0 机拭 き
・机 の は しの 印 を 拭 き

取 っ た か 。

0

耀 螺 の輔
・指示 した物 を運んだか。

魏 某 難 宗ド
実物で指
丁

・ボ ー ル 声かけ 絵 カ ー ド 実物
・ざ る 声かけ 絵 カ ー ド 実物
・ ピ ー ラ ー 声かけ 絵 カ ー ド 実物

④

材料の準備
・タマネギ

・指 示 し た 物 を 運 ん だ か 。

声かけ 絵 カ ー ド 実物

・キ ノ コ 声かけ 絵 カ ー ド 実物
・な す 声かけ 絵 カ ー ド 実物

⑤ タマネギの皮む き
・皮 を 残 さず に む け た か 。

・決 め た 数 だ け む け た か 。

⑥ キ ノ コ ち ぎ り ・指 示 した 形 に ち ぎ れ た か 。 声かけ 絵 カ ー ド 実物

O なすの皮む き
・皮 と 身 を 識 別 で き た か 。

・皮 を 残 さず に む け た か 。 指示なし1赫 け
i

指 さ し
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イ.改 善にあた って工夫 したところ

・評価方法 は○ △ ×の三段階を選ん だ。

・評価の内容で課題が混在 して いるもの は、分けて記入 した。

・指導の手だてがあい まいになって しま う評価の内容 については、それが分か るよ うな も

の に変更 した。

・課題が達成 されてい るものについて は、次の課 題の評価の内容を記入 した。

・指導項 目ごとに簡単な記録が とれ るよ う備考欄を設けた
。

その他(全 体 を通 して)

・調理技術的な内容が多 い。生徒の意欲 をど う引 き出すか とい う観点での評価が必要であ

った。

・評価の視点 の幅が広 い場合には○ ×による評価が しやす いが、場合によ っては△があ っ

た方が評価 しやす い。

(4)評 価表を改善 した成果

最初 に作成 した評価表を もとに して授業を行 ったときには、段階的 な指導の部分が補助

の教師 に十分理解 されず、生徒 の課題に迫 ることがで きなか った。 しか し今回、段階的な

指導の部分を表の中に盛 り込んだところ、生徒への指導の手順が理解 され、全体指導す る

教師が授業中に補助 の教師に手順を説明す るといった ことがな くな った。

また、②の机拭 きの評価 「机の は じを意識 したか」では、指導の手だてが不明確 なので、

生徒の手を とり一緒 に机 を拭いて しまった。 「机の上の印をふ きとったか」 とい う評価の

内容に変更 した ことによ り、指導の手だてが明確 になり、声か けや指 さ しの指示で指導す

るよ うに変化 してい った。

⑤ のタマネギの皮 む きの評価に 「決めた数だけむ けたか」とい う項を新 しく設けた。 こ

うすることでKさ んに とって一番意欲的に取 り組 める作業に始め と終わ りがで き、目標達

成の満足感を得 ることがで きた。 そ して さらに意欲的 に皮む きの作業に取 り組め るよ うに

な った。

(5)更 なる改善にむけて

今回作成 した評 価表は、調理技術の面に偏 って しまっている。今後は、養護 ・訓練の五

っの柱 「心理的適 応」の意欲の向上に関す る部分 をいか に個別の指導 案に取 り入れてい く

かが課題であ る。

また、評価表に現れた生徒の変化 をいか にまとめてい くか ということを考 えると、評価

の観点 の隣への複数の評価記入覧を設 け、そ こに 日付 を付 けて数回 は同 じ評価表を使え る

ように してい く工夫 も必要であ る。

V研 究 成 果

本分科会では、養護 ・訓練 の1工つの柱の内容を各学校の個別指導計画 と関連 させて研究を

行 った。

そ して、養護 ・訓練の指導内容を充実 させ るには、個に応 じた指導の徹底を図ることが 分

か った。
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そのため、本分科会で は、個別指導計画を活用 した指導 の改善に重点を置いた研究を行い、

次のよ うな研究の成果をあげることがで きた。

(1)個 別指導計画を活用 した授業の改善

養護 ・訓練の指導を実践 しなが ら、授業の中で児童 ・生徒 の一人一人の実態や特性 に応

じた指導を行 うための研究を行 って きた。 しか し、児童 ・生徒の実態 は多岐 にわた り、児

童 ・生徒の障害の重度重複化な ど障害の幅が広が っている。 この よ うな現状の中で一人一

人の課題 に応 じる授業を行 うには、実態の把握か ら個別のね らいの設定等、 きめ細か な個

別指導計画が必要 とされる。特に、養護 ・訓練 の五っの柱を授業の中に取 り入れ るために

は、個別指導計画を活用す ることが大切であ る。

本分科会では個別指導計画を授業の中に活用 してい く実践を通 し、以下 のような成果を

得 ることがで きた。

ア 児童 ・生徒一人一人のね らいや活動内容、指導方法や指導 内容が明確 になり、きめ細

やかな授業展開を行 うことがで きた。

イ 児童 ・生徒一人一 人の実態や特性を生か し、養護 ・訓練 の五っの柱の内容を主 とした

授業作 りをす ることがで きた。

(2)指 導案の工夫 と評価表の活用

本分科会では、個別 の学習指導案を より個の実態に対応 させ、個別の課題を授業の中で

達成す ることがで きるよ うに、指導案の工夫 と評価表の活用 に重点を置 き、授業研究を行

って きた。

個別の学 習指導案を作成 し活用 した ことで得 られた成果は以下の点 である。

ア 全体のね らい と個別のね らいを設定す ることで、児童 ・生徒一人一人が クラスや グル

ープの中でどのよ うな位置にいるかを明確 に し
、指導の手だて とす ることがで きた。

イ 評 価の項 目を付 け加え ることで、その時間の児童 ・生徒の個別の活動が よ く見え、児

童 ・生徒の変容が よ く分か った。

ウ 評 価表を活用す ることで、補助 の教 師 との共通理解が深 まり、ね らいに合 った指導へ

っなが った。

こうした成果はさ らに、検討 と見直 しを繰 り返す ことによって個別の学習指導案の各項

目の内容 を更に充実 させ、個 に応 じた指導の徹底 を図 ることがで きた。

VI今 後 の 課 題

児童 ・生徒一人一人の実態や特性 に応 じた授業実践を行 うために個別指導計画の内容 を見

直 し、よ り充実 した ものにす ること、評価の観点を児 童 ・生徒の実態 に対応 させ明確に設定

し、 日々の授業の中で実践 してい くことが必要である。
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